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別紙１

年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

〈ともにみとめあう〉目標１ 多様性をみとめあう社会づくり
（１）人権の尊重と男女共同参画を推進するために意識啓発を行います。
①男女共同参画に向けた意識の形成

1

男女共同参画を推進
するための講座の実
施

　男女共同参画を推進するため
の啓発講座を実施します。内容
によってはオンラインを活用し、
区民等が参加しやすい体制を整
えます。

2027 講座の満足度90% 啓発講座　19回　参加者又は申
込者・参加者延べ400人
講座の満足度96%。テーマによっ
てオンラインと対面を使い分け、
区民等が参加しやすい体制を整
えて実施した。

啓発講座　18回　参加者又は申
込者・参加者延べ374人
講座の満足度99%。テーマによっ
てオンラインと対面を使い分け、
区民等が参加しやすい体制を整
えて実施した。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

2

男女共同参画を目指
した講演会の開催

　家庭や職場における性別役割
分担意識を見直す動きにつなげ
ていくため、区民との協働により
男女共同参画社会を目指すため
の講演会やフォーラムなどの催し
を開催します。

2027 男女共同参画フォーラ
ムの企画運営への参加
者数10人

男女共同参画フォーラム「あなた
の人生はもっと輝く！～思い込み
を手放し、未来を広げるコツ～」
参加者207人
実行委員参加人数8名

男女共同参画フォーラム「笑顔で
行こう～応援してくれる人は必ず
いる～」参加者301人
実行委員参加人数7名

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

3-1

男女共同参画に関す
る情報提供

　広報紙やホームページ等によ
り、男女共同参画について区民
にわかりやすく積極的な情報提
供を行います。

-

・区公式ホームページのトップ
ページにて、随時、男女共同参
画事業について情報掲載を行っ
たほか、ソーシャルメディア
（LINE・X（旧ツイッター）・フェイス
ブック・YouTube）でも男女共同参
画推進に係る講座の情報等を発
信した。

・広報新宿への関連記事掲載
　・男女共同参画週間
　・男女共同参画推進センターの
講座・催し
　・ワーク・ライフ・バランス推進企
業の支援・表彰
　・男女共同参画情報誌　ほか

・区公式ホームページのトップ
ページにて、随時、男女共同参
画事業について情報掲載を行っ
たほか、ソーシャルメディア
（LINE・X（旧ツイッター）・フェイス
ブック・YouTube）でも男女共同参
画推進に係る講座の情報等を発
信した。

・広報新宿への関連記事掲載
　・男女共同参画週間
　・男女共同参画推進センターの
講座・催し
　・ワーク・ライフ・バランス推進企
業の支援・表彰
　・男女共同参画情報誌　ほか

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

総合政策
部

区政情報課

3-2

男女共同参画に関す
る情報提供

　情報誌や広報紙・ホームページ
で、男女共同参画に関する国内
外の情報やさまざまな施策、取
組みを紹介します。

-

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」145（12ページ）、146号（20
ページ） 各5,000部発行・配布し
た
・6月15日号の広報紙に男女共同
参画週間（6月23日から29日）の
記事を掲載し、ホームページでも
周知した

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」143（12ページ）、144号（20
ページ） 各5,000部発行・配布し
た
・6月15日号の広報紙に男女共同
参画週間（6月23日から29日）の
記事を掲載し、ホームページでも
周知した

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

3-3

男女共同参画に関す
る情報提供

　男女共同参画に関する図書な
どの充実を図り、貸し出しを行い
ます。 -

新規購入　図書224冊 新規購入　図書182冊、DVD5点 A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

4-1

小中学生に向けた意
識啓発の推進

　小学５年生を対象に男女共同
参画を考える啓発誌を発行し、男
女共同参画の意識づくりを行い
ます。

-

小学校高学年向け啓発誌「みん
ないきいき」の配付：2,031部

小学校高学年向け啓発誌「みん
ないきいき」の配付：1,972部

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

4-2

小中学生に向けた意
識啓発の推進

　中学2年生を対象に男女共同参
画を考える啓発誌を発行し、男女
共同参画の意識啓発を進めま
す。

-

中学生向け啓発誌「みんなち
がっていい」の配布：986部

中学生向け啓発誌「みんなち
がっていい」の配布：1,085部

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D)

第四次男女共同参画推進計画　令和６年度進捗状況調査

所 管
男女共同参画の視点で

めざす効果（H)
令和７年度以降の取組み(予定)

（G) 所管部
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

5-1

相談事業の実施 　ライフスタイルの変化等により
多様化する悩みに対して、面接
や電話による相談を行います。

-

・毎週月曜日から土曜日の10時
～16時まで面接と電話による相
談の実施
・男性相談員による相談（面接・
電話）を毎週土曜日13時～16時
まで実施

・毎週月曜日から土曜日の10時
～16時まで面接と電話による相
談の実施
・男性相談員による相談（面接・
電話）を毎週土曜日13時～16時
まで実施

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

男女共同参
画課

5-2

相談事業の実施 　相談機関相互で連携を図りま
す。 -

女性問題に関する相談機関連携
会議を２回開催した。

女性問題に関する相談機関連携
会議を２回開催した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

②メディアにおける性差別の防止

6

広報や情報誌等を通
じた男女平等の意識
啓発

 　広報や情報誌を通して、性別
による役割分担意識の解消など
について意識啓発を行います。

2027 性別役割分担意識に反
対する人の割合(区政
モニターアンケート)
75%

性別役割分担意識に反対する人
の割合(区政モニターアンケート)
66.4%

性別役割分担意識に反対する人
の割合(区政モニターアンケート)
68.6%

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

男女共同参
画課

7-1

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

・印刷物の作成にあたっては、性
差別につながらない表現に努め
た。
・広報紙の編集等において一方
の性別に偏った視点や表現にな
らないように配慮した。
・レポート等の発行及び周知用チ
ラシの作成にあたっては、性差別
につながらない表現に努めるとと
もに、表現方法に偏りがないか配
慮した。
・印刷物の大きさ、デザイン、色
合いなどを男女ともに受け入れ
やすいものにした。
・周知用チラシの内容について
は、男女ともに気軽に参加しやす
いものにした。

・印刷物の作成にあたっては、性
差別につながらない表現に努め
た。
・広報紙の編集等において一方
の性別に偏った視点や表現にな
らないように配慮した。
・レポート等の発行及び周知用チ
ラシの作成にあたっては、性差別
につながらない表現に努めるとと
もに、表現方法に偏りがないか配
慮した。
・印刷物の大きさ、デザイン、色
合いなどを男女ともに受け入れ
やすいものにした。
・周知用チラシの内容について
は、男女ともに気軽に参加しやす
いものにした。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

総合政策
部（自治
創造研究
所含む）

各課

7-2

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

冊子やチラシ等の作成に当たっ
ては、一方の性別に偏った内容
にならないよう配慮した。

冊子やチラシ等の作成に当たっ
ては、一方の性別に偏った内容
にならないよう配慮した。

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

総務部
（危機管
理担当部
含む）

各課

7-3

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

・性差別につながらない表現に努
めた。

・性差別につながらない表現に努
めた。（生涯学習スポーツ課・多
文化共生推進課）

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

地域振興
部

各課

7-4

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

性差異にかかわらず、イベント等
を実施しているため。

・引き続き区主催のイベントの公
告印刷物等について、男女ともに
受け入れやすいものとし、性差別
につながらない内容・表記となる
よう配慮した。

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

文化観光
産業部

各課

7-5

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

一方の性別に偏った視点や表現
や性差別につながらない表現に
努めた。

・一方の性別に偏った視点や表
現や性差別につながらない表現
に努めた。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

福祉部 各課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

7-6

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

・イベントの開催については、男
女が参加することを前提としたポ
スター・チラシを作成した。
・発行物に関しては表現に偏りが
ないように配慮した。
・講座やセミナー参加者へのアン
ケートの性別欄に「その他(
)」も記載している。

・イベントの開催については、男
女が参加することを前提としたポ
スター・チラシを作成した。
・発行物に関しては表現に偏りが
ないように配慮した。
・講座やセミナー参加者へのアン
ケートの性別欄に「その他(
)」も記載している。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

各課

7-7

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

・パンフレット等作成時は、表現
に偏りが無いよう配慮した。

・パンフレット等作成時は、表現
に偏りが無いよう配慮した。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

健康部 各課

7-8

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

・広報、出版物を発行する場合
は、性差における不快な表現に
ならないように配慮した。

・広報、出版物を発行する場合
は、性差における不快な表現に
ならないように配慮した。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

みどり土
木部

各課

7-9

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

・一方の性別に偏った視点や表
現にならないよう配慮した。

・一方の性別に偏った視点や表
現にならないよう配慮した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

環境清掃
部

各課

7-10

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

・部内各課で発行する冊子等に
ついて、性差別につながる表現
が無いよう配慮した。

・部内各課で発行する冊子等に
ついて、性差別につながる表現
が無いよう配慮した。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

都市計画
部

各課

7-11

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

・広報及び出版物の該当事項は
なし

・広報及び出版物の該当事項は
なし

会計室 各課

7-12

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

・広報物や刊行物などについて
は、一方の性別に偏った表現に
ならないよう配慮した。

・広報物や刊行物などについて
は、一方の性別に偏った表現に
ならないよう配慮した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

議会事務
局

各課

7-13

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

・一方の性別に偏った視点や表
現にならないよう配慮した。

・一方の性別に偏った視点や表
現にならないよう配慮した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

監査事務
局

各課

7-14

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

・印刷物やポスターについて性差
別と捉えられる表現等はなかっ
た。また、掲載記事についても、
性の一方に偏った表現はなかっ
た。

・印刷物やポスターについて性差
別と捉えられる表現等はなかっ
た。また、掲載記事についても、
性の一方に偏った表現はなかっ
た。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

選挙管理
委員会

各課

7-15

男女共同参画の視
点からの広報、出版
物についての配慮

　広報紙や刊行物などの印刷物
については、男女共同参画の視
点に立った内容や性差別につな
がらない表現に努めます。

-

・広報紙や冊子等の発行にあ
たっては、一方の性別に偏った視
点や表現にならないよう配慮し
た。

・広報紙や冊子等の発行にあ
たっては、一方の性別に偏った視
点や表現にならないよう配慮し
た。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

教育委員
会事務局

各課

3 / 32 ページ



年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

8-1

メディア・リテラシー
の向上

　講座、講演会等により、メディ
ア・リテラシーの向上を図ります。

-

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」公募編集委員　編集講座　２
回
・小学校高学年向け啓発誌「みん
ないきいき」の配付：2,031部

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」公募編集委員　編集講座　２
回
・小学校高学年向け啓発誌「みん
ないきいき」の配付：1,972部

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

8-2

メディア・リテラシー
の向上

 　コンピューター利用を推進する
中で、メディア・リテラシーを含め
た情報教育を実施します。

-

・夏季集中研修において、ICT・情
報モラルに関する研修を実施し
た。
・情報モラル教育授業支援の実
施
　小学生向け出前授業（小学校
第5学年対象）
　全29校
　中学生向け出前授業（中学校
第1学年対象）
　全10校

・夏季集中研修において、ICT・情
報モラルに関する研修を実施し
た。
・情報モラル教育授業支援の実
施
　小学生向け出前授業（小学校
第5学年対象）
　全29校
　中学生向け出前授業（中学校
第1学年対象）
　全10校

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

教育委員
会事務局

教育指導課

③売買春等の違法行為の防止

9-1

性にかかわる相談体
制の整備

　女性問題に関する相談機関連
携会議を通じて、都や区、関係機
関とのネットワークづくりを図りま
す。

-

　女性問題に関する相談機関連
携会議を２回開催した

　女性問題に関する相談機関連
携会議を２回開催した

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

9-2

性にかかわる相談体
制の整備

　女性問題に関する相談機関連
携会議を通じて、都や区、関係機
関とのネットワークづくりを図りま
す。

-

東京都婦人相談研究会参加（６
人）
全国婦人相談員心理判定員研
究協議会参加
関東甲信越地区婦人保護事業
研究協議会書面開催
他自治体の困難女性法に対する
施策の視察

東京都婦人相談研究会参加（５
人）
全国婦人相談員心理判定員研
究協議会参加
関東甲信越地区婦人保護事業
研究協議会書面開催

A:継続して
実施

カ 地域の安心・
安全な生活の
確保に向けて、
男女共同参画
の視点を導入
できる

福祉部 生活福祉課

10

売買春等の違法行
為防止についての意
識啓発の推進

　情報誌や講座等を通じて、売買
春や性暴力等の違法行為の防
止や違法行為を助長しかねない
行為に関する意識啓発を行いま
す。

-

性と生の講座２回　申込者延べ
59名
オンライン講座として実施した。

性と生の講座２回　申込者延べ
86名
オンライン講座として実施した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

11

売買春等の違法行
為防止に取り組む
NPOとの連携

 　ＮＰＯ等と連携し、売買春や性
暴力等の違法行為の防止や違
法行為を助長しかねない行為に
関する意識啓発に取り組みま
す。

-

関係機関と連携し、女性・子ども
に対する暴力防止について、対
面講座を実施。

NPOと協働で子どもや若者に取
り巻く性の現状やトラブルについ
て、オンライン講座を実施。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

④男女共同参画に関する調査・研究の充実

12-1

男女共同参画に関す
る意識調査の実施

　男女共同参画に関する意識・実
態調査を計画策定の前年度に行
います。 - - -

A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

12-2

男女共同参画に関す
る意識調査の実施

　「男女共同参画に関する意識に
ついて」をテーマに区政モニター
アンケートを実施します。

2027 「男女共同参画に関す
る意識について」の区
政モニターアンケートの
実施　年１回

区民を対象に、区政モニターアン
ケートにより、男女平等・男女共
同参画やＤＶに関する意識・実態
調査を実施した。

区民を対象に、区政モニターアン
ケートにより、男女平等・男女共
同参画やＤＶに関する意識・実態
調査を実施した。

A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

⑤国際化への対応

13

外国人への支援と交
流

　地域住民や活動団体などの
ネットワーク化を図り、情報の共
有や相互の事業協力等を通じて
多文化共生のまちづくりを推進し
ます。

○ -

多文化共生連絡会の開催回数6
回（うち世話人会１回）

多文化共生連絡会の参加団体
数　125
開催回数6回（うち世話人会１回）
オンライン及び会場とオンライン
併用で開催

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

地域振興
部

多文化共生
推進課

14-1

外国人への情報提
供

　新宿生活スタートブック、外国
語版広報紙、生活情報紙を発行
します。

-

・新宿生活スタートブックは「日本
語・英語・中国語・韓国語併記
版」と、「日本語・ネパール語・ベト
ナム語・ミャンマー語併記版」の２
種類を発行した。
・外国語広報紙は、年3回4言語
（日英中韓）で発行した。
・外国語生活情報紙は、4言語
（日英中韓）で発行した。

・新宿生活スタートブックは、日本
語・英語・中国語・韓国語併記版
の他に、日本語・ネパール語・ベ
トナム語・ミャンマー語併記版を
発行した。
・外国語広報紙は、年3回4言語
で各4,500部（計54,000部）を発行
した。
・外国語生活情報紙は、4言語で
発行した。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

地域振興
部

多文化共生
推進課

14-2

外国人への情報提
供

　外国人向け生活情報ホーム
ページ、外国語版ＳＮＳにより、生
活情報等を外国人に提供しま
す。

-

・外国人向け生活情報ホーム
ページを毎月３回更新し、新しい
行政情報や地域情報を掲載し
た。
・外国語版SNS（Facebook, Ｘ（旧
Twitter）, LINE,微博〈Weibo〉）を
運営し、月10回程度発信した。

・外国人向け生活情報ホーム
ページを毎月３回更新し、新しい
行政情報や地域情報を掲載し
た。
・外国語版SNS（Facebook,
Twitter, LINE,微博〈Weibo〉）を運
営し、月10回程度発信した。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

地域振興
部

多文化共生
推進課

15

外国人相談窓口の
運営

外国人相談窓口を運営します。

-

・本庁舎としんじゅく多文化共生
プラザの２か所で運営した（日本
語、英語、中国語、韓国語、タイ
語、ミャンマー語、ネパール語）。

・本庁舎としんじゅく多文化共生
プラザの２か所で運営した（日本
語、英語、中国語、韓国語、タイ
語、ミャンマー語、ネパール語）。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

地域振興
部

多文化共生
推進課

（２）固定的な性別役割分担意識を解消します。
①若い世代や男性に対する男女共同参画意識の啓発

16-1

若い世代に向けた意
識啓発

　若い世代に対し、若者向け講座
等を通して、男女共同参画社会
の必要性についての認識を深め
ることができるよう、継続的な意
識啓発を行います。内容によって
はオンラインを活用し、区民等が
参加しやすい体制を整えます。

2027 若者対象講座の満足度
90%

若者応援講座2回（対面で実施）
参加者42人。若者対象講座の満
足度　87%

・若者応援講座2回（対面で実施）
申込者35人。若者対象講座の満
足度　100%
・若者のつどい 12月１6日に開催

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

16-2

若い世代に向けた意
識啓発

　若い世代に対し、若者向け講座
等を通して、男女共同参画社会
の必要性についての認識を深め
ることができるよう、継続的な意
識啓発を行います。内容によって
はオンラインを活用し、区民等が
参加しやすい体制を整えます。

2027 若者のつどいの開催
年1回

若者のつどい 11月１6日に開催 若者のつどい 12月１6日に開催 A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

17

男性に向けた意識啓
発

　男性に対して、性別による固定
的な役割分担意識をなくし、男女
共同参画の意識を持てるよう、学
習の機会や情報提供を通し、継
続的な意識啓発を行います。内
容によってはオンラインを活用
し、区民等が参加しやすい体制を
整えます。

2027 男性対象講座の満足度
90%

男性対象講座2回（対面で実施）
参加者31人。男性対象講座の満
足度　100%

男性対象講座2回（うち1回はオン
ライン講座）　申込者・参加者延
べ62人
男性対象講座の満足度　100%。
オンラインを活用し、区民等が参
加しやすい体制を整えて実施し
た。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

②固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発

18-1

多様な学習機会や情
報の提供

　家庭教育・子育てへの保護者
等の参加を促進する機会となる
よう、家庭教育事業の土・日曜日
の実施やテーマ設定を行いま
す。

2027 入学前プログラムの実
施回数　年29回

・家庭教育講座の開催　21回・延
べ832名
・PTA研修会の開催　7回・延べ
549名
・入学前プログラムの実施　29校
・家庭教育支援セミナーの実施
　対面4回(4テーマ)
・家庭教育ワークシートの作成
　（配布及び改訂版の作成）

・家庭教育講座の開催　25回・延
べ1,022名
・ＰＴＡ研修会の開催　8回・延べ
612名
・入学前プログラムの実施　29校
・家庭教育支援セミナーの実施
　対面4回（4テーマ)

・家庭教育ワークシートの作成
幼児用を改訂し、幼稚園・保育園
等に配布 ／ 小学校低学年用・
高学年用を改訂し、区立全小学
校に配布／中学生用を改訂し、
区立全中学校に配布

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

教育委員
会事務局

教育支援課

18-2

多様な学習機会や情
報の提供

 　区民プロデュース講座を開催
し、区民や区内の学習団体が男
女の別なく自主的に講座を企画・
運営する機会を提供します。

2027 高齢者教養講座支援事
業および広報活動支援
の延べ申請事業数　８
事業

・区民団体等による自主企画事
業に対する支援事業
成立事業数12事業（高齢者教養
6、区民プロデュース広報支援事
業ス6事業）

・区民団体等による自主企画事
業に対する支援事業
成立事業数9事業（高齢者教養
6、区民プロデュース3事業）

A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

地域振興
部

生涯学習ス
ポーツ課

18-3

多様な学習機会や情
報の提供

　レガスまつりや生涯学習館まつ
り等を開催することにより、男女と
もに参加していくきっかけづくりに
します。

2027 生涯学習館まつりを全5
館で開催　全5館で実施

生涯学習館まつり参加
団体数　登録団体数の
30％

・レガスまつり
4月に実施した。財団管理施設に
て延べ14,000人超の参加があっ
た。
・生涯学習館まつり
全5館で実施した。生涯学習館ま
つり参加団体数：164団体
・生涯学習フェスティバル
　出展・出演者数　1,520人
　延べ来場者数　 3,076人

・レガスまつり
4月に実施した。財団管理施設に
て延べ11,000人超の参加があっ
た。
・生涯学習館まつり
全5館で実施した。生涯学習館ま
つり参加団体数：148団体
・生涯学習フェスティバル
　出展・出演者数　1,223人
　延べ来場者数　3,238人

A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

地域振興
部

生涯学習ス
ポーツ課

18-4

多様な学習機会や情
報の提供

　職場以外の地域活動等に疎遠
になりがちな方を対象に、学習活
動普及事業をライフアップ講座と
して実施し、男女ともに活動に参
加していくきっかけづくりにしま
す。

-

・ライフアップ講座
文化教養講座、趣味実技講座な
ど全9講座開催　1,012人参加

・ライフアップ講座
文化教養講座、趣味実技講座な
ど全8講座（20回）開催　1,054人
参加

A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

地域振興
部

生涯学習ス
ポーツ課

18-5

多様な学習機会や情
報の提供

　指導者を希望する区民を、生涯
学習支援者バンクに登録し、必
要とする区民に紹介します。 -

バンク登録者343人 バンク登録者376人 A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

地域振興
部

生涯学習ス
ポーツ課

18-6

多様な学習機会や情
報の提供

　新宿未来創造財団ホームペー
ジで各種事業案内・講座申込み・
施設利用情報管理・各種情報提
供を行います。

-

サイト閲覧者数実績
　アクセス数　948,710人
　ページプレビュー数
3,309,497PV

掲載事業事例
レガスまつり周知（4月）、生涯学
習フェスティバルについて（6月～
10月）、新宿シティハーフマラソ
ン・区民健康マラソン開催につい
て（8月～1月）、新宿スポレク周
知（9月）、しんじゅく謎解きワール
ドタウン周知（9月）等

サイト閲覧者数実績
　アクセス数　1,058,809人
　ページプレビュー数
4,009,423PV

掲載事業事例
レガスまつり周知（4月）、生涯学
習フェスティバル作品募集（5月
～10月）、新宿シティハーフマラソ
ン・区民健康マラソン開催につい
て（8月）、新宿スポレク周知（9
月）、しんじゅく謎解きワールドタ
ウン周知（11月）等

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

地域振興
部

生涯学習ス
ポーツ課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

（３）ライフステージに応じた健康支援を行います。
①リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）の普及啓発

19

リプロダクティブ・ヘ
ルス/ライツ（性と生
殖に関する健康と権
利）の普及啓発

　性と生殖に関する健康と権利に
ついて、講座や情報誌等を通じ
て普及啓発を行います。また、性
と生殖に関する正しい知識や情
報については女性の健康支援セ
ンター（四谷保健センター内）等と
協力して普及啓発を行います。

-

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」145（12ページ）、146号（20
ページ） 各5,000部発行・配布し
た
・性と生の講座２回　申込者延べ
59名　オンライン講座として実施
した。

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」143（12ページ）、144号（20
ページ） 各5,000部発行・配布し
た
・性と生の講座２回　申込者延べ
86名
オンライン講座として実施した。

A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

20

不妊に関する支援の
充実

　不妊に関する情報提供につい
て、東京都が実施している「不妊
検査等助成事業」、「不育症検査
助成事業」、「不妊治療費(先進医
療)助成事業」のパンフレット及び
申請書を窓口で配布し、周知しま
す。また、女性の健康支援セン
ター（四谷保健センター内）で女
性の産婦人科医師による不妊に
関する専門相談を実施します。

-

不妊に関する情報提供につい
て、東京都が実施している「不妊
検査等助成事業」「特定不妊治
療費（先進医療）助成事業」「不
育症検査助成事業」のパンフレッ
ト及び申請書を窓口で配布し、周
知した。

【女性の健康支援センター】
不妊専門相談　年6回　相談者数
6名
不妊ピア・カウンセラーによる相
談　年6回　1名

不妊に関する情報提供につい
て、東京都が実施している「不妊
検査等助成事業」「特定不妊治
療費（先進医療）助成事業」「不
育症検査助成事業」のパンフレッ
ト及び申請書を窓口で配布し、周
知した。

A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

健康部 健康づくり
課

②生涯にわたる健康づくり
A:継続して
実施

・随時放映：アルタビジョン（令和7
年2月まで）
不定期放映：NEWNO・GS新宿ビ
ジョン、ユニカビジョン・クロス新
宿ビジョン、フラッグスビジョン、
K-plusビジョン
・保健センター、保健所における
健康相談（電話、来所相談、外国
人除く）　104件
・外国語電話、来所相談　26件
・検査の実施　通常検査19回、夜
間検査2回（10月、2月）、MSM検
査2回（6月、12月）女性検査1回(8
月)
・はたちのつどいでのパネル展
示・資材配布
・若者のつどいでのパネル展示・
資材配布
・健康教育の実施（区内中学校で
の性教育）7校 　21クラス 　681人
・性感染症講演会
実施回数　1回(オンライン)、一般
の方向け：298回　支援者向け：
184回
・本庁舎での懸垂幕の掲示
　6月1日～6月30日
　11月15日～12月15日
・性感染症普及啓発アウトリーチ
型支援(8月から事業開始)
　声掛け数：8,452人
　リーフレット配布数：6,290人

・アルタビジョンを使用して啓発ビ
デオ映像を通年放映
・保健センター、保健所における
健康相談（電話、来所相談、外国
人除く）　114件
・外国語電話、来所相談　35件
・検査の実施　通常検査18回、夜
間検査2回（10月、2月）、MSM検
査2回（6月、12月）女性検査1回(8
月)
・はたちのつどいでのパネル展
示・資材配布
・若者のつどいでのパネル展示・
資材配布
・健康教育の実施（区内中学校で
の性教育）19回
・性感染症講演会
実施回数　1回(オンライン)、申込
者数29人　閲覧回数98回
・きみまも＠歌舞伎町（都イベン
ト）及びSEI！SEI！SEI！～青！
生！声！～（公益法人イベント）
での資材配布　各イベント　８月
実施

21

エイズ・性感染症の
予防啓発

　エイズ及び性感染症のまん延
防止のため、感染予防の正しい
知識の普及啓発を、講演会・健
康教育・リーフレット配布・アルタ
ビジョン放映等を通して行いま
す。早期発見のため、検査・相談
を実施します。区内の患者の療
養を支援します。

-

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

保健予防課健康部
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

22

健康相談、健康診査
の実施

　区民の疾病予防や健康管理・
健康づくりの充実を図るため、ラ
イフステージを通じた健康相談や
対象となる区民への健康診査を
実施します。

-

◇健康相談
　延べ人数 　4,914人

◇健康相談
　延べ人数 　5,439人

A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

健康部 健康づくり
課、各保健
センター

女性の健康支援 　四谷保健センター内の女性の
健康支援センターでは、思春期
から老年期までの女性のライフス
テージに応じた健康を支援する
取組みを行っています。女性が
生涯を通じて健康で充実した
日々を自立して過ごせるよう、健
康づくりに関する講座の開催や
女性の産婦人科医師による専門
相談等を実施します。また、女性
特有のがんについての普及啓発
を行います。

-

A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

四谷保健セ
ンター

・女性の健康支援センター認知
度　15.2％
・女性の健康支援センター利用
者数　1079名
・女性の健康週間イベント：来所
者数　525名
・女性の健康セミナー：年8回（オ
ンライン4回　申込み者数209名
再生回数　221回、対面4回　86
名）
・出前講座：4回　23名
・女性の健康専門相談
　産婦人科系全般　年12回　相
談者数23名
　更年期専門　年12回　相談者
数23名
　不妊専門　年6回　相談者数9
名
　不妊ピア・カウンセラーによる相
談　年3回　2名
・自主的交流活動
　乳がん体験者の会　4回　51名
　女性の健康づくりサポーターの
会（登録者数　206名）
・女性の健康づくりサポーター活
動回数　年11回
内訳
サポーター養成講座　2回　41名
サポーター研修　2回　42名
サポーター向けお便り　4回
地域でのイベント等への参加 3
回
・その他、乳がん月間（10月）を中
心にピンクリボン活動（乳がんに
関する普及啓発活動）を実施し
た。

23

・女性の健康支援センター認知
度　14.7％
・女性の健康支援センター利用
者数　1047名
・女性の健康週間イベント：来所
者数　583名
・女性の健康セミナー：年8回（オ
ンライン4回　申込み者数307名
再生回数　416回、対面4回　125
名）
・出前講座：7回　69名
・女性の健康専門相談
　産婦人科系全般　年12回　相
談者数26名
　更年期専門　年12回　相談者
数21名
　不妊専門　年6回　相談者数6
名
　不妊ピア・カウンセラーによる相
談　年6回　1名
・自主的交流活動
　乳がん体験者の会　4回　54名
　女性の健康づくりサポーターの
会（登録者数　236名）
・女性の健康づくりサポーター活
動回数　年14回
内訳
サポーター養成講座　2回　63名
サポーター研修　2回　62名
サポーター向けお便り　4回
地域でのイベント等への参加 6
回
・その他、乳がん月間（10月）を中
心にピンクリボン活動（乳がんに
関する普及啓発活動）を実施し
た。

健康部
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

③こころの健康支援
A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

健康部 保健予防
課、各保健
センター

25

身近に相談できる環
境の整備

　こころの不調に悩んでいる方に
対し、保健センターにおいて精神
保健相談等を行い、必要な指導
や支援を行うとともに、区民に
とって身近に相談できる場をわか
りやすく周知していきます。乳幼
児健診等で母親対象のアンケー
トを実施し、育児不安や「うつ」の
早期発見・早期対応を行います。

2029 こころの問題について
気軽に相談できる場
所・窓口を知っている人
の割合　56％

【保健予防課】
・未治療・治療中断等の精神障
害者に対するアウトリーチ支援事
業について、5事例の支援を行っ
た。
【保健センター】
・一般精神保健相談（うつ専門相
談、依存症専門相談、専門医に
よる訪問指導含む）：72 回（相談
者数：延151 人）
・親と子の相談室：11 回（相談者
数：40 人）
・乳幼児健診で実施する母親対
象の産後アンケ―ト（EPDS)をも
とにした検討事例数：223 件
【健康づくり課・保健センター】
・すくすく赤ちゃん訪問におけるこ
ころの健康づくりリーフレットの配
布：1,972件

【保健予防課】
・未治療・治療中断等の精神障
害者に対するアウトリーチ支援事
業について、7事例の支援を行っ
た。
【保健センター】
・一般精神保健相談（うつ専門相
談、依存症専門相談、専門医に
よる訪問指導含む）：77回（相談
者数：延 165人）
・親と子の相談室：10回（相談者
数：13人）
・乳幼児健診で実施する母親対
象の産後アンケ―ト（EPDS)をも
とにした検討事例数：289件
【健康づくり課・保健センター】
・すくすく赤ちゃん訪問におけるこ
ころの健康づくりリーフレットの配
布：1972件

A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

健康部 保健予防
課、健康づく
り課、各保
健センター

24

【保健予防課】
○精神保健講演会
YouTubeを利用した録画配信（5
回）を含め、7回実施（延申込者
数：693人）
○一般区民向けパンフレット
「知っておきたいこころの病気」
5,000部作成・配布
○中学１年生向けパンフレット
「気づいて！こころのＳＯＳ」3,500
部作成・配布（保護者向けリーフ
レット2,200部、教員向けリーフ
レット500部も併せて配布）
○うつ・若年性認知症予防リーフ
レット　160,600部作成・配布
○区ホームページにこころの健
康に関する情報を掲載
【保健センター】
ストレスマネジメント講座
・子育て世帯向け
　はじめまして赤ちゃん応援事業
実施回数：63 回、参加延人数
449人
　すくすく赤ちゃん訪問事業：1988
人
・働く世代向け
　実施回数：２回、第1回オンデマ
ンド配信 134人(視聴回数）、第2
回 会場講演会 21人
・シニア世代向け
　実施回数：22回、参加延人数
358人

【保健予防課】
○精神保健講演会
YouTubeを利用した録画配信（4
回）を含め、7回実施（延申込者
数：859人）
○ストレスマネジメント講座（働く
世代向け）
実施回数：2回、参加人数：延べ
64人
○一般区民向けパンフレット
「知っておきたい、こころの病気」
5,000部作成・配布
○中学１年生向けパンフレット
「気づいて！こころのSOS」3,200
部作成・配布（保護者向けリーフ
レット2,100部、教員向けリーフ
レット500部も併せて配布）
○うつ・若年性認知症予防チラシ
（健診案内冊子に掲載）　210,000
部作成・配布
○区ホームページにこころの健
康に関する情報を掲載
【保健センター】
〇ストレスマネジメント講座
・子育て世帯向け
　はじめまして赤ちゃん応援事業:
実施回数：48回、 参加延人数
435人
　すくすく赤ちゃん訪問事業：
1,972人
・働く世代向け
　実施回数：13回、参加延人数
1,327人
・シニア世代向け
　実施回数：23回、参加延人数
274人

睡眠で十分な休養が取
れている人の割合
80％

2029　ライフステージに応じた区民の
こころの健康づくりを推進するた
め、専門家による講演会や講習
会、リーフレットの配布等を通し
て、こころの病気についての知
識、ストレスの原因やストレスへ
の対処方法、休養の確保につい
て、普及啓発を行います。また、
会議等により関係機関と連携を
することで、ストレスに対処できる
環境づくりを支援します。

メンタルヘルスの普
及啓発とストレスマネ
ジメント
（こころの健康づくり）
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

（４）性の多様性の理解促進と支援を行います。

①多様な性の理解促進と支援

26-1

性的指向及びジェン
ダーアイデンティティ
の多様性についての
意識啓発の推進

　情報誌や講座、ホームページ
等を通じて、性的指向及びジェン
ダーアイデンティティの多様性に
ついての意識啓発を行います。
講座の内容によってはオンライン
を活用し、区民等が参加しやすい
体制を整えます。

2027 性と生の講座の満足度
90％

性と生の講座２回　申込者59人
オンラインを活用し、区民等が参
加しやすい体制を整えて実施し
た。

性と生の講座２回　申込者86人
オンラインを活用し、区民等が参
加しやすい体制を整えて実施し
た。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

26-2

性的指向及びジェン
ダーアイデンティティ
の多様性についての
意識啓発の推進

　性の多様性の理解を深めるた
めの啓発グッズを作成し、配布し
ます。

2027 「性的マイノリティ
（LGBT等）」という言葉
を知っている人の割合
（区政モニターアンケー
ト）95%

性の多様性の理解促進を記載し
た啓発用のポケットテッシュを作
成し、区役所本庁舎の窓口や特
別出張所等で配布した。配布数
9,000個

性の多様性の理解促進を記載し
た啓発用のポケットテッシュを作
成し、区役所本庁舎の窓口や特
別出張所等で配布した。配布数
9,000個

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

男女共同参
画課

26-3

性的指向及びジェン
ダーアイデンティティ
の多様性についての
意識啓発の推進

　中学２年生に配布する男女共
同参画啓発誌を通じて、性自認
や性的指向等についての意識啓
発を行います。

-

・中学生向け啓発誌「みんなち
がっていい」の配布：986部
・区立中学校等に活用状況調査
を行い、その結果をフィードバック
した。

・中学生向け啓発誌「みんなち
がっていい」の配布：1,085部
・区立中学校等に活用状況調査
を行い、その結果をフィードバック
した。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

26-4

性的指向及びジェン
ダーアイデンティティ
の多様性についての
意識啓発の推進

　小学校５年生に配布する男女
共同参画啓発誌を改訂し、性自
認や性的指向等についての意識
啓発を行います。

-

・小学校高学年向け啓発誌「みん
ないきいき」の配付：2,031部
・区立小学校等に活用状況調査
を行い、その結果をフィードバック
した。

・小学校高学年向け啓発誌「みん
ないきいき」の配付：1,972部
・区立小学校等に活用状況調査
を行い、その結果をフィードバック
した。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

27

性的指向及びジェン
ダーアイデンティティ
の多様性にかかわる
相談窓口の周知

　性的指向及びジェンダーアイデ
ンティティの多様性に関する当事
者や家族等の悩みについて「“性
と生”アドバイザー」による相談窓
口の周知をホームページや情報
誌などで行います。

-

「“性と生”アドバイザー」による相
談窓口について、ホームページ
やパンフレットで周知を行った

「“性と生”アドバイザー」による相
談窓口について、ホームページ
やパンフレットで周知を行った

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

男女共同参
画課

28

ＮＰＯ等との連携によ
る支援

　ＮＰＯ等と連携し、性的指向及
びジェンダーアイデンティティの
多様性に関する講座等の開催や
情報提供を行います。

-

地域団体と協働で性自認や性的
指向等に関する講座をオンライン
で実施した。
・性と生の講座２回　申込者59人

NPOと協働で性自認や性的指向
等に関する講座をオンラインで実
施した。
・性と生の講座２回　申込者86人

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

男女共同参
画課

29-1

庁内での取組み推
進、職員の意識啓発

　窓口対応や行政サービスの実
施にあたり、性的指向及びジェン
ダーアイデンティティの多様性に
関する相談や対応等の状況を調
査し、庁内で情報共有を図ってい
きます。また、調査結果を公表
し、区の取組みを周知します。

-

LGBT等性的マイノリティに関する
対応状況を調査し、調査結果を
庁内で共有するとともに、ホーム
ページで公表した。

LGBT等性的マイノリティに関する
対応状況を調査し、調査結果を
庁内で共有するとともに、ホーム
ページで公表した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

男女共同参
画課

29-2

庁内での取組み推
進、職員の意識啓発

　庁内の関係各課と連携し、取組
みを進めていくための連絡会議
を設置します。 -

7年4月開催予定の性的マイノリ
ティ検討委員会・検討部会におい
て、自治体職員向け研修動画の
公開等の準備をした。

性的マイノリティ検討委員会・検
討部会をそれぞれ1回開催した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

男女共同参
画課

29-3

庁内での取組み推
進、職員の意識啓発

　性的指向及びジェンダーアイデ
ンティティの多様性に関して、職
員の理解に必要な正しい知識、
窓口対応等を記載したハンドブッ
クを作成し、全職員に配布しま
す。

-

新宿区性自認・性的指向に関す
る職員のためのハンドブックを改
訂（「LGBT理解促進法」「にじいろ
防災ガイド（岩手レインボー
ネットワーク制作）」、「避難所で
の困りごとの例（災害時の対応）」
の追加ほか）し、庁内のイントラ
ネットで公開した。

新宿区性自認・性的指向に関す
る職員のためのハンドブックを作
成し、庁内のイントラネットで公開
した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

男女共同参
画課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

〈ともにささえあう〉目標２ ワーク・ライフ・バランスと働き方改革の推進
（１）働き方に対する意識啓発を推進します。
①多様で柔軟な働き方を推進する意識改革

30

ワーク・ライフ・バラン
スセミナー、勉強会
の開催

 　ワーク・ライフ・バランスセミ
ナーや講座、勉強会を実施し、
ワーク・ライフ・バランスの推進を
図り、同時に企業間の情報交換
の場としても活用します。 ○

2027 ワーク・ライフ・バランス
セミナー、勉強会の実
施回数年６回

・セミナー実施回数　3回　申込者
延べ 36人
動画配信サービスを利用したオ
ンライン形式で実施した。
・勉強会実施回数　3回　参加者
延べ6人（企業間の情報交換の
場）
対面形式で実施した。

・セミナー実施回数　3回　申込者
延べ 114人
動画配信サービスを利用したオ
ンライン形式で実施した。
・勉強会実施回数　3回　参加者
延べ12人（企業間の情報交換の
場）
対面形式で実施した。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

31

ワーク・ライフ・バラン
スの普及啓発

　情報誌、ホームページ等によ
り、区民や事業者等に対して、
ワーク・ライフ・バランス認定企業
や推進するための取組み事例及
び育児・介護休業制度や関連し
た情報提供等を行い、ワーク・ラ
イフ・バランスの普及啓発を図り
ます。 ○

2027 「ワーク・ライフ・バラン
ス」という言葉を知って
いる人の割合（区政モ
ニターアンケート）75%

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」145号・5,000部発行でワーク・
ライフ・バランス推進優良企業を
紹介。
・ワーク・ライフ・バランス認定制
度案内パンフレットによる周知
・ワーク・ライフ・バランス推進優
良企業表彰を行い、表彰企業に
ついてのパンフレットを来場者に
配布した。
・6年度 区政モニターアンケート
ワーク・ライフ・バランスという言
葉を知っている人の割合  73.7％

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」143号・5,000部発行でワーク・
ライフ・バランス推進優良企業を
紹介。
・ワーク・ライフ・バランス認定制
度案内パンフレットによる周知
・ワーク・ライフ・バランス推進優
良企業表彰を行い、表彰企業に
ついてのパンフレットを来場者に
配布した。
・5年度 区政モニターアンケート
ワーク・ライフ・バランスという言
葉を知っている人の割合  71.6％

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

（２）仕事と家庭の両立のためのワーク・ライフ・バランスを推進します。
①中小企業者を中心としたワーク・ライフ・バランスの推進

32-1

ワーク・ライフ・バラン
ス推進企業の認定

　ワーク・ライフ・バランス（仕事と
生活の調和）に積極的に取り組
んでいる事業者を「ワーク・ライ
フ・バランス推進企業」として認定
するとともに、認定分野（子育て
支援、地域活動支援、介護支
援、働きやすい職場づくり）の複
数取得を支援します。なお、国の
男性育休取得促進に向けた動向
に併せ、企業における育児支援
の強化を検討します。

○

2027 ワーク・ライフ・バランス
推進企業、宣言企業の
認定企業数
推進企業及び企業数年
20社
推進企業年5社、推進
宣言企業年15社

・ワーク・ライフ・バランス推進企
業、宣言企業の認定企業数
推進企業及び宣言企業数年7社
　・子育て支援　年4社
　・地域活動支援　年0社
　・介護支援　年0社
　・働きやすい職場づくり　年4社

・ワーク・ライフ・バランス推進企
業、宣言企業の認定企業数
推進企業及び宣言企業数年８社
　・子育て支援　年6社
　・地域活動支援　年0社
　・介護支援　年0社
　・働きやすい職場づくり　年6社

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

32-2

ワーク・ライフ・バラン
ス推進企業の認定

　ワーク・ライフ・バランス推進企
業として認定には至らないが、取
組み予定がある、または取り組
みたいと考えている企業を「ワー
ク・ライフ・バランス推進宣言企
業」とし、希望する企業にはコン
サルタントを派遣し、ワーク・ライ
フ・バランスを推進するための支
援を行います。

○

2027 ワーク・ライフ・バランス
推進宣言企業から推進
認定企業へステップ
アップした企業数年1社

・推進宣言企業から推進認定企
業にステップアップした企業数　0
社（累計5社）
・コンサルタント派遣　11回

・推進宣言企業から推進認定企
業にステップアップした企業数　0
社（累計5社）
・コンサルタント派遣　8回

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

33

男性の育児・介護サ
ポート企業応援事業

　男性が育児・介護休業を取得し
やすい職場環境づくりを行ってい
る区内中小企業者をサポート企
業として認定し、要件を満たした
場合は奨励金を支給します。

-

支給企業 1社 支給企業 1社 A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

34

ワーク・ライフ・バラン
ス推進優良企業表彰

　ワーク・ライフ・バランス推進企
業として認定されている事業者の
うち、優れた取組みを行っている
企業を表彰します。 ○

2027 ワーク・ライフ・バランス
推進認定企業から表彰
企業になった
企業数年2社

・表彰 2社、累計延べ39社
・男女共同参画フォーラム第1部
で表彰式を行った。
・表彰企業について男女共同参
画情報誌「ウィズ新宿」145号で紹
介（R5年度表彰企業）

・表彰 2社、累計延べ37社
・男女共同参画フォーラム第1部
で表彰式を行った。
・表彰企業について男女共同参
画情報誌「ウィズ新宿」143号で紹
介（R4年度表彰企業）

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

35-1

働き方による不利益
を解消するためのしく
みづくり

　ワーク・ライフ・バランスセミナー
や講座、勉強会を実施し、ワー
ク・ライフ・バランスの推進を図
り、同時に企業間の情報交換の
場としても活用します。

○

2027 ワーク・ライフ・バランス
セミナー、勉強会実施
回数 年６回

30と同じ 30と同じ A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

35-2

働き方による不利益
を解消するためのしく
みづくり

　事業者が取り組んでいる積極
的改善措置(ポジティブ・アクショ
ン) の事例を情報誌やホーム
ページで紹介します。 ○ -

・ワーク・ライフ・バランス推進優
良企業表彰企業の取り組みにつ
いて男女共同参画情報誌「ウィズ
新宿」145号で紹介（R5年度表彰
企業）

・ワーク・ライフ・バランス推進優
良企業表彰企業の取り組みにつ
いて男女共同参画情報誌「ウィズ
新宿」143号で紹介（R4年度表彰
企業）

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

35-3

働き方による不利益
を解消するためのしく
みづくり

　悩みごと相談の充実や関係機
関との連携を図ります。

-

・悩みごと相談室　延ベ1,868件
・女性問題に関する相談機関連
携会議を２回開催した

・悩みごと相談室　延ベ1,942件
・女性問題に関する相談機関連
携会議を２回開催した

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

男女共同参
画課

36

ワーク・ライフ・バラン
ス推進企業の経営支
援

　ワーク・ライフ・バランスを推進
する区内中小企業者の経営の安
定及び発展に資するため、融資
のあっせんを行います。また融資
を受けた事業者に対して、貸付
利子の一部及び貸付信用保証料
の全額を補助します。

-

貸付限度額　　　5,000千円
貸付件数　　　　 1件
貸付金額　　　　 5,000千円

貸付限度額　　　5,000千円
貸付件数　　　　 1件
貸付金額　　　　 5,000千円

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

文化観光
産業部

産業振興課

②区民一人ひとりのワーク・ライフ・バランスの推進

37

地域活動への参加
の促進

　地域の様々な世代の人に対し、
町会・自治会活動について周知
し、地域活動への参加を促進しま
す。

○ -

・「顔のわかる町会長・自治会長」
パンフレットや町会・自治会紹介
パンフレットを本庁舎及び各特別
出張所窓口で配布し、町会・自治
会活動への参加を促進した。

・町会・自治会おたすけブック～
加入促進編～を新規に作成し、
世代や性別に関わらず、様々な
方に対して、町会・自治会への加
入の呼びかけができる方法等を
掲載した。

・町会・自治会の課題に沿ったプ
ログラム型コンサルティングを実
施し、様々な世代の方に町会・自
治会活動に参加してもらえるよう
な手法を提案した。（15団体）

・地域のイベント情報等を区HPや
公式SNSで配信し、様々な世代
の方に対し、町会・自治会活動に
ついて周知し、地域活動への参
加を促進した。(毎月配信)

・電子回覧板アプリ”結ネット”実
証実験を4地区53町会で実施し
た。
・「顔のわかる町会長・自治会長」
パンフレットの更新、地元町会紹
介パンフレット（7町会）、町会・自
治会加入促進パンフレット(4種
類)の新規作成を行った。
・SNS講座を計7回(本講座6回、
出張講座1回)開催した。
・町会・自治会の課題に沿ったプ
ログラム型コンサルティングを実
施した。（10団体計39回）
・町会・自治会向け講演会を2月
23日に開催した。(1回)（テーマ：
町会の広報物をわかりやすく作
るコツ）
・区公式LINEを活用したタワーマ
ンションに向けた情報発信を行っ
た。(10月から開始、毎月月末か
ら月初にかけて配信)
・区町連、宅建協会、不動産協会
及び区の協定に基づき、引き続
き町会・自治会の加入促進を
行った。

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

カ 地域の安心・
安全な生活の
確保に向けて、
男女共同参画
の視点を導入
できる

地域振興
部

地域コミュニ
ティ課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

38-1

区民のハラスメント防
止のための啓発・相
談の強化

　相談窓口において、相談者に
迅速で適切な対応を行います。

-

・悩みごと相談室　延ベ1,868件
（内数：セクハラについての相談
10件）

・悩みごと相談室　延ベ1,942件
（内数：セクハラについての相談6
件）

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

男女共同参
画課

38-2

区民のハラスメント防
止のための啓発・相
談の強化

　情報誌や広報紙等により、セク
シュアル・ハラスメント、パワー・
ハラスメント、マタニティ・ハラスメ
ント等に対する意識啓発を行い
ます。

-

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」145（12ページ）、146号（20
ページ） 各5,000部発行・配布し
た

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」143（12ページ）、144号（20
ページ） 各5,000部発行・配布し
た

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

男女共同参
画課

38-3

区民のハラスメント防
止のための啓発・相
談の強化

　貸出し用啓発資料を整備し、区
民・事業者への周知用として活用
します。

-

ハラスメント防止のための図書を
はじめ、新規で図書224冊を購入
した。

ハラスメント防止のための図書を
はじめ、新規で図書182冊、DVD5
点を購入した

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

男女共同参
画課

③区職員のワーク・ライフ・バランスの推進

39

区職員のワーク・ライ
フ・バランス及び女性
活躍の推進

　男女ともに職員が等しく活躍で
きるよう、ワーク・ライフ・バランス
や女性活躍を推進するため、特
定事業主行動計画の数値目標
達成に向けた取組みを、地域に
率先して行っています。職員の意
識啓発のため、全ての職層を対
象として「スマートワーキング研
修」を行います。また、育児・妊
娠・介護事情のある職員等を対
象とする早出・遅出勤務制度を導
入するなど、安定的に働くことが
できるように環境整備をしていま
す。

-

各職層を対象としてスマートワー
キング研修を実施し、「新宿区職
員スマートワ―キング・アクション
プラン」に定める取組方針、数値
目標・実績を示すことで、ワークラ
イフバランスの実現や女性活躍
の推進への意識啓発を行った。
また、育児・妊娠・介護事情のあ
る職員を対象に早出・遅出勤務
の実施等により、働きやすい職
場環境づくりに取り組んだ。
・管理職       13名受講
・新任職員　139名受講
・主任職     　68名受講
・係長職　     41名受講

各職層を対象としてスマートワー
キング研修を実施し、「新宿区職
員スマートワ―キング・アクション
プラン」に定める取組方針、数値
目標・実績を示すことで、ワークラ
イフバランスの実現や女性活躍
の推進への意識啓発を行った。
また、育児・妊娠・介護事情のあ
る職員を対象に早出・遅出勤務
の実施等により、働きやすい職
場環境づくりに取り組んだ。
・新任職員　130名受講
・主任職     　52名受講
・係長職　     43名受講

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

総務部 人事課

40-1

区職員のハラスメント
防止体制の強化

　新宿区ハラスメント防止に関す
る指針」に基づき、職場のあらゆ
るハラスメント行為の防止に取り
組みます。また、ハラスメントに関
する正しい理解を深めるために、
各職層における研修実施により
庁内への周知を行います。

-

区研修（新任研修、公務員倫理
研修、ハラスメント防止研修）で
ハラスメントの防止について取り
上げ、職員の意識啓発に努め
た。
・新任職員　140名受講
・主任職     　79名受講
・係長職       46名受講

区研修（新任研修、公務員倫理
研修、ハラスメント防止研修）で
ハラスメントの防止について取り
上げ、職員の意識啓発に努め
た。
・新任職員　136名受講
・主任職     　61名受講
・係長職       43名受講

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

総務部 人事課

40-2

区職員のハラスメント
防止体制の強化

　学校において、セクシュアル・ハ
ラスメント防止を含めた服務事故
防止研修を実施します。

2027 セクシュアル・ハラスメ
ントに関する事故件数
0件
服務事故防止研修の実
施 すべての区立学校
で実施

・初任者研修会や中堅教諭等資
質向上研修において、服務事故
防止の研修を実施した。
・すべての区立学校で、年間3回
の服務事故防止研修を実施し
た。

・初任者研修会や中堅教諭等資
質向上研修において、服務事故
防止の研修を実施した。
・すべての区立学校で、年間3回
の服務事故防止研修を実施し
た。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

教育委員
会事務局

教育指導課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

（３）子育てや介護と仕事を両立できる支援を行います。

① 子育てを行う家庭に対する支援

41

保育基盤整備の推
進

　地域の教育・保育の量の見込
みを踏まえた「新宿区子ども・子
育て支援事業計画（第三期）」の
策定や見直しを実施する中で、
地域ごとの就学前児童数の状況
等を詳細に検証し、必要な地域
に適切な規模で保育基盤の整備
を実施することにより、保育を必
要とする家庭の支援を行っていき
ます。

○

2027 保育所待機児童数0人 令和6年4月1日時点の待機児童
数0名

賃貸物件による認可保育所整備
・保育園　2所

令和5年4月1日時点の待機児童
数0名

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

保育課

42

学童クラブの定員拡
充

　保護者が就労している児童が
増加傾向にあることを踏まえ、需
要増に対応するため、「新宿区子
ども・子育て支援事業計画」に基
づき、地域の実情に応じた学童ク
ラブの定員拡充を図ります。

○

2027 学童クラブの定員数
2,658人

学童クラブ利用者アン
ケートの満足度　90%

令和6年度末時点の学童クラブ
の定員数2,405人

学童クラブ利用者アンケートの満
足度　95.8%

学童クラブ保護者アンケートで、
指導内容が「適切・おおむね適
切」と回答した利用者の割合が
96.0%。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

子育て支援
課

43

子どもから若者まで
の切れ目のない支援

　子ども家庭・若者サポートネット
ワークの活用を中心に、各関係
機関と連携を図り、子どもが社会
的に自立した若者に成長するま
で切れ目のない支援を行うととも
に、「子ども・若者総合相談窓口」
において、子ども・若者育成支援
に関する必要な情報提供及び助
言を行います。また、人や社会と
の関わり方に困難を抱える若者
への支援を行います。

-

(子ども家庭課）
・17か所の窓口で、相談者のニー
ズに合わせた情報の提供や専門
的な助言を行った。
(子ども家庭支援課）
・義務教育修了後の相談件数
104件。
・区立中学校の訪問、主任児童
委員向けに若者相談窓口の周知
活動を実施した。また、怠学傾向
のある児童の支援のため、東京
都学校経営支援センターおよび
教育相談センター、各高校と連携
した。区内関係機関と連携して、
家庭訪問や面接も行った。

(子ども家庭課）
・16か所の窓口で、相談者のニー
ズに合わせた情報の提供や専門
的な助言を行った。
(子ども家庭支援課）
・義務教育修了後の相談件数
146件。
・区立中学校の訪問、主任児童
委員向けに若者相談窓口の周知
活動を実施した。また、怠学傾向
のある児童の支援のため、学校
経営支援センターや都教育相談
センター、各高校と連携した。区
内関係機関と連携して、家庭訪
問や面接も行った。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

子ども家庭
課、子ども
相談支援課

44

子ども総合センター・
子ども家庭支援セン
ターにおける子ども
の育ちと子育て家庭
への支援

子ども総合センターと区内4か所
の子ども家庭支援センターにお
いて、子育て家庭の多様なニー
ズに合った子育て支援サービス
をコーディネートするとともに、子
育ての悩みや不安に関する相談
に応じて適切なサービスにつな
げていきます。さらに子どもの育
ちの環境が適切に確保されるよ
う、個々の家庭の状況に応じたき
め細かな支援を行います。

-

・利用者支援事業における相談
数　1,866人/年

・利用者支援事業における相談
数　2,925人/年
・ノーバディズパーフェクト講座実
施１所 (規定の定員に達しなかっ
たことから４所で開催を中止）
・子育て支援講座の受講者の満
足度100％

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

子育て支援
課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

25
（再掲）

身近に相談できる環
境の整備

　こころの不調に悩んでいる方に
対し、保健センターにおいて精神
保健相談等を行い、必要な指導
や支援を行うとともに、区民に
とって身近に相談できる場をわか
りやすく周知していきます。
　乳幼児健診等で母親対象のア
ンケートを実施し、育児不安や「う
つ」の早期発見・早期対応を行い
ます。

2029 こころの問題について
気軽に相談できる場
所・窓口を知っている人
の割合　56％

25に記入 25に記入 A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

健康部 保健予防
課、健康づく
り課、各保
健センター

45-1

一時保育など多様な
サービスの実施

　多様化する保育ニーズを的確
に把握し、一時保育や定期利用
保育など、特別保育を実施しま
す。

-

一時保育
・保育園
　空き利用型  58所
　専用室型     8所
・子ども園
　空き利用型　6所
　専用室型　　12所

定期利用保育
 専用室型
　保育園　  3所
　子ども園　5所
 空き保育室型
　保育園　3所

※フロンティアキッズ夏目坂は令
和6年4月から空き利用型一時保
育及び空き保育室型定期利用保
育を実施。

一時保育
・保育園
　空き利用型  57所
　専用室型     8所
・子ども園
　空き利用型　6所
　専用室型　　12所

定期利用保育
 専用室型
　保育園　  3所
　子ども園　5所
 空き保育室型
　保育園　2所

※ポピンズナーサリースクール西
新宿、富久ソラのこども園ちいさ
なうちゅう分園は、令和5年4月か
ら空き利用型一時保育を実施。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

保育課

45-2

一時保育など多様な
サービスの実施

　身近な施設（子ども総合セン
ター・榎町子ども家庭支援セン
ター・中落合子ども家庭支援セン
ター・地域子育て支援センター二
葉）で短時間乳幼児を預かること
により、在宅で子育てをしている
家庭を支援します。

-

一時保育
・ひろば型４所
（子ども総合センター・榎町子ども
家庭支援センター・中落合子ども
家庭支援センター及び地域子育
て支援センター二葉）

一時保育
・ひろば型４所
（子ども総合センター・榎町子ども
家庭支援センター・中落合子ども
家庭支援センター及び地域子育
て支援センター二葉）

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

子育て支援
課

46

病児・病後児保育の
実施

　保育施設に通っている子どもを
対象に、病気または病気回復期
のため、保育施設へ通うことがで
きない期間、一時的に専用室で
保育・看護する病児・病後児保育
を実施します。

-

・病後児保育実施園（保育園）　3
所
・病児・病後児保育実施園　2所

・病後児保育実施園（保育園）　3
所
・病児・病後児保育実施園　2所

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

保育指導課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

47

ファミリーサポート事
業の推進

　子育ての援助を受けたい方を
利用会員、子育ての援助を行い
たい方を提供会員、両方に該当
する方を両方会員として、それぞ
れの希望に合わせてファミリー・
サポート・センター が調整し、会
員相互で子どもを預かることによ
り、安心して育児をしながら働き
続けることができる環境をつくり
ます。
　より利用しやすくするために、提
供会員を増やす取組みを行い、
充実を図ります。

-

・提供会員の増加を図るため、募
集ポスターを作成し、区施設への
配布や区設掲示板への掲示を実
施。
　利用会員　2,455名
　提供会員　　377名
　両方会員　　　 6名

・提供会員の増加を図るため、募
集ポスターを作成し、区施設への
配布や区設掲示板への掲示を実
施。
　利用会員　2,452名
　提供会員　　374名
　両方会員　　　 9名

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

子育て支援
課

48

妊娠期から子育て期
にわたる切れ目のな
い支援

妊婦、乳幼児とその保護者の心
身の健康の保持増進、産後うつ
予防、虐待防止を図るため、妊娠
期・出産後などの節目に、保健師
等の専門職に面談できる機会を
設けることにより、妊娠・出産・子
育てに関する不安やリスクを早
期に把握します。面談した妊産婦
には、母子保健サービス等の情
報提供を行い、妊娠・出産・子育
てを応援するギフトを支給しま
す。さらに、産後の母子を対象
に、産科医療機関等で母親の身
体的回復や心理的な安定を支援
する産後ケア事業を実施します。
また、母子保健と児童福祉の相
談支援を一体的に運営する「こど
も家庭センター」の体制を整備す
ることで一層の連携強化を図り、
妊娠期から子育て期にわたり切
れ目ない支援を行います。

2027 産後ケア事業利用者へ
のアンケートで利用前
に期待していたことが
「達成できた」と回答し
た割合 95%

産後ケア事業
・ショートステイ型利用者へのア
ンケートで利用前に期待していた
ことが「達成できた」と回答した割
合97.0%
・デイサービス型利用者へのアン
ケートで利用前に期待していたこ
とが「達成できた」と回答した割合
98.6%
・アウトリーチ型利用者へのアン
ケートで利用前に期待していたこ
とが「達成できた」と回答した割合
100%

産後ケア事業
・ショートステイ型利用者へのア
ンケートで利用前に期待していた
ことが「達成できた」と回答した割
合99.4%
・デイサービス型利用者へのアン
ケートで利用前に期待していたこ
とが「達成できた」と回答した割合
100.0%
・アウトリーチ型利用者へのアン
ケートで利用前に期待していたこ
とが「達成できた」と回答した割合
98.9%

A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

健康部、
子ども家
庭部

健康づくり
課、子ども
相談支援課

49

子育て中の親に対す
る学習機会の提供

　社会教育等において、子どもを
育てる時期にある親に対する学
習の機会を提供します。さまざま
な機会を捉えて、保護者を対象と
した家庭教育の充実・支援を行
います。

-

18-1と同じ 18-1と同じ A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

教育委員
会事務局

教育支援課

50-1

在宅子育てサービス
の実施

　地域で、幅広い年代の人が子
育てにかかわり、子育てしやすい
豊かな地域社会を推進するた
め、三世代交流ができる場の提
供や、しくみづくりを進めます。 -

・地域住民による団体「落合三世
代交流を育てる会」が、西落合児
童館内にある「落合三世代交流
サロン」を運営している。
・年間利用者数　6,062名
・利用者向けの事業として５つの
プロジェクト活動を実施

・地域住民による団体「落合三世
代交流を育てる会」が、西落合児
童館内にある「落合三世代交流
サロン」を運営している。
・年間利用者数　4,118名
・利用者向けの事業として５つの
プロジェクト活動を実施

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

子育て支援
課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

50-2

在宅子育てサービス
の実施

　子ども総合センターが中心に
なって、子育てひろば事業を実施
している関係機関と連携を取り、
情報共有を行い、利用者にとって
魅力のあるひろばづくりを進めて
いきます。

-

子育てひろば事業を実施してい
る関係機関（子ども総合セン
ター、地域子育てセンター二葉、
地域子育てセンター原町みゆき
及びゆったりーの等）と情報共有
を行い、運営を行った。
ひろば5所の利用者　58,402人

子育てひろば事業を実施してい
る関係機関（子ども総合セン
ター、地域子育てセンター二葉、
地域子育てセンター原町みゆき
及びゆったりーの等）の連絡会及
び「乳幼児親子居場所等連絡会」
は開催しなかったが、担当者間で
電話やメール等で情報共有を行
い、各施設の状況にあわせて運
営を行った。
ひろば5所の利用者　61,616人

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

子ども家
庭部

子育て支援
課

②介護を行う家庭に対する支援

51-1

性別役割分担意識
の解消による介護の
取組みの促進

情報誌を通して、性別による役割
分担意識の解消などについて意
識啓発を行います。 -

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」145（12ページ）、146号（20
ページ） 各5,000部発行・配布し
た

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」143（12ページ）、144号（20
ページ） 各5,000部発行・配布し
た

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

51-2

性別役割分担意識
の解消による介護の
取組みの促進

関連する図書等の充実を図り、
貸出しを行います。

-

3-3と同じ 3-3と同じ A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

52-1

事業者に対する介護
支援のための環境整
備の促進

ワーク・ライフ・バランスを推進
し、仕事と介護等との両立を推進
するための啓発セミナーを行いま
す。開催に当たっては、オンライ
ンを積極的に活用し、区民等が
参加しやすい体制を整えます。 -

・セミナー実施回数　3回　申込者
延べ 36人
オンラインを活用し、区民等が参
加しやすい体制を整えて実施し
た。
・勉強会実施回数　3回　参加者
延べ6人（企業間の情報交換の
場）
対面形式で実施した。

・セミナー実施回数　3回　申込者
延べ 114人
オンラインを活用し、区民等が参
加しやすい体制を整えて実施し
た。
・勉強会実施回数　3回　参加者
延べ12人（企業間の情報交換の
場）
対面形式で実施した。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

52-2

事業者に対する介護
支援のための環境整
備の促進

介護支援のための取組みが進ん
でいる企業の事例を、情報誌等
で紹介します。 -

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」145号・5,000部発行でワーク・
ライフ・バランス推進優良企業を
紹介。

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」143号・5,000部発行でワーク・
ライフ・バランス推進優良企業を
紹介。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

53

介護保険サービスの
基盤整備

　要介護状態になっても、住み慣
れた地域で暮らし続けられるよ
う、地域に密着した介護サービス
を整備します。また、家族の介護
負担が軽減されるよう、ショートス
テイを整備します。在宅生活が困
難な高齢者を支えるため、区内
に特別養護老人ホームを整備し
ます。

○

2026 小規模多機能型居宅介
護等の登録定員数　９
所 270人
認知症高齢者グループ
ホームの定員数　15所
270人
ショートステイの定員数
12所 119人
区内特別養護老人ホー
ムの定員数（指標の追
加）　10所　762人

令和7年度に開設予定の小規模
多機能型居宅介護と認知症高齢
者グループホームの整備につい
て、進捗管理を行った。

令和7年度に開設予定の小規模
多機能型居宅介護と認知症高齢
者グループホームの整備につい
て、進捗管理を行った。

A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

福祉部 介護保険課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

〈ともにかがやく〉目標３ あらゆる場面における男女共同参画の推進
（１）働く場における女性の活躍を推進します。
①女性の就職・再就職・起業等へのチャレンジ支援

54-1

女性の就職・再就
職・転職の支援

新宿区勤労者・仕事支援セン
ターにおいて、女性の就職・再就
職支援のためのセミナー等を実
施します。

-

女性の就職や再就職支援の一
環として、メイクアップセミナーを
実施した。

女性の就職や再就職支援の一
環として、メイクアップセミナーを
実施した。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

文化観光
産業部

消費生活就
労支援課

54-2

女性の就職・再就
職・転職の支援

働く女性を支援するため、講座を
開催します。内容によってはオン
ラインを活用し、区民等が参加し
やすい体制を整えます。

2027 働く女性応援講座
満足度　90%

働く女性応援講座（育児ママの再
就職準備講座から変更）
満足度　100%

育児ママの再就職準備講座
満足度　100%

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

55

起業支援の実施 高田馬場創業支援センターにお
いて、「場」の提供とともに、各種
セミナーや相談を通じ経営に関
する基礎知識や経営ノウハウが
習得できるよう、経営者の育成支
援を行います。

-

・創業資金
貸付限度額　　　20,000千円
貸付件数　　　　 28件
貸付金額　　　　 171,950千円
・商店街空き店舗活用支援資金
貸付限度額　　　20,000千円
貸付件数　　　　 5件
貸付金額　　　　 35,000千円
・商工相談
専門相談員4名
相談件数　　603件(創業相談の
みの件数）
・創業支援センター
　在籍者 　　　　27名（令和7年3
月末）

・創業資金
貸付限度額　　　20,000千円
貸付件数　　　　 24件
貸付金額　　　　 154,100千円
・商店街空き店舗活用支援資金
貸付限度額　　　20,000千円
貸付件数　　　　 0件
貸付金額　　　　 0千円
・商工相談
専門相談員4名
相談件数　　831件(創業相談の
みの件数）
・創業支援センター
　在籍者 　　　　27名（令和6年3
月末）

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

文化観光
産業部

産業振興課

56

★女性デジタル人材
育成支援事業の実
施

女性の柔軟な働き方を実現する
ため、女性デジタル人材育成支
援事業を実施します。

-

支援者数113名 支援対象事業所数80社
(内　人材獲得事業所数30社)
雇用・就業者数 女性20人、外国
人は未確認
※中小企業へのマッチング支援
事業実績

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

文化観光
産業部

消費生活就
労支援課

57

ひとり親家庭への支
援

「ひとり親家庭サポートガイド」に
より、ひとり親家庭を支援する事
業の周知を図ります。
ひとり親家庭に対し、児童扶養手
当等の支給、医療費の助成、家
事援助者を雇う費用の助成を行
うとともに、生活向上相談員を配
置し、ひとり親の技能資格取得費
用等の支給、就労相談、育児、
家事、健康管理などの生活全般
にわたる相談を行います。

2027 ひとり親家庭自立支援
促進事業における就労
支援により、就労形態
が正規の職員または常
勤となった者の割合  現
状維持

・相談件数　４４４件
・プログラム策定件数　６件
・就労状況　５件
　内訳　正社員 １件　常勤 ２件
　　　   非常勤 0件　パート ２件
・ひとり親家庭自立支援促進事業
における就労支援により就労形
態が正規の職員または常勤と
なったものの割合　６０.０%

・相談件数　372件
・プログラム策定件数　10件
・就労状況　4件
　内訳　正社員 0件　常勤 1件
　　　    非常勤 0件　パート 3件
・ひとり親家庭自立支援促進事業
における就労支援により就労形
態が正規の職員または常勤と
なったものの割合　25.0%

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

子ども家
庭部 児童育成担

当課

（２）政策・方針決定過程における女性の活躍を推進します。
①女性の政策・方針決定過程への参画

58-1

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

・対象となる審議会なし ・対象となる審議会なし 会計室 各課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

58-2

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

・環境審議会は12名中6名が女
性であり、40％を超えている。リ
サイクル清掃審議会は21名中8
名が女性であり、40％に届かな
かったものの、男女比の適正化
に努めた。

・リサイクル清掃審議会は22名中
10名が女性委員であり40%に達し
ている。環境審議会は16名中6名
が女性委員であり40%に届かな
かったものの、男女比率の適正
化に努めた。

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

環境清
掃部

各課

58-3

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

・女性委員の比率（25％）に変動
はなかった。女性委員は4名中1
名である。

・女性委員の比率（25％）に変動
はなかった。女性委員は4名中1
名である。

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

監査事
務局

各課

58-4

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

政治倫理審査会
（委員構成）男性4名、女性4名、
合計8名（女性委員比率50%）
任期：令和5年12月1日～令和7
年11月30日

政治倫理審査会
（委員構成）男性4名、女性4名、
合計8名（女性委員比率50%）
任期：令和5年12月1日～令和7
年11月30日

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

議会事
務局

各課

58-5

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

・人選にあたり、男女比について
考慮し、目標の達成に努めた。

・人選にあたり、男女比について
考慮し、目標の達成に努めた。

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

教育委
員会事
務局

各課

58-6

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

・各審議会において女性委員の
比率が高まるよう努めた。

・各審議会において女性委員の
比率が高まるよう努めた。

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

健康部 各課

58-7

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

(子ども家庭支援課)
・新宿区青少年活動推進委員
64.1%
（子ども家庭課）
・新宿区次世代育成協議会
51.2%
・新宿区子ども・子育て会議
46.2％

(子ども家庭支援課)
・新宿区青少年活動推進委員
64.1%
（子ども家庭課）
・子ども・子育て会議
46.2%

・新宿区男女共同参画推進会議
53.3%
・新宿区次世代育成協議会
51.2%

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

子ども家
庭部

各課

58-8

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

・改選後も引き続き男女比率に変
動がなかった。（比率25％）

・改選後も引き続き男女比率に変
動がなかった。（比率25％）
（令和６年12月改選予定）

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

選挙管
理委員
会

各課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

58-9

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

・外部評価委員会は男性11名、
女性4名で26.7％の比率である。
・区民の声委員会は男性2名、女
性1名で33.3％の比率である。
・情報公開・個人情報保護審議
会は男性5名、女性2名で28.6％
の比率である。
・情報公開・個人情報保護審査
会は男性3名、女性1名で25％の
比率である。
・行政不服審査会は男性3名、女
性2名で40％の比率である。
・新宿区民間提案制度提案評価
委員会は男性8名、女性0名で0%
の比率である。

・外部評価委員会は男性7名、女
性8名で53.3％の比率である。
・情報公開・個人情報保護審議
会は男性5名、女性2名で28.6％
の比率である。
・情報公開・個人情報保護審査
会は男性3名、女性1名で25％の
比率である。
・行政不服審査会は男性3名、女
性2名で40％の比率である。
・区民の声委員会は男性2名、女
性1名で33.3％の比率である。
・新宿区民間提案制度提案評価
委員会は男性8名、女性0名で0%
の比率である。

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

総合政策
部

各課

58-10

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

法や条例等で規定された職務指
定委員の多くが男性である場合
があり、女性委員の比率目標の
達成が難しかった。

法や条例等で規定された職務指
定委員の多くが男性である場合
があり、女性委員の比率目標の
達成が難しかった。

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

総務部
（危機管
理担当部
含む）

各課

58-11

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

・多文化共生まちづくり会議にお
ける女性委員は、32人中17人で
あり、53.1％を達成した。（多文化
共生推進課）

・協働支援会議について、女性委
員比率が40％に満たなかった。
（地域コミュニティ課）

・スポーツ推進委員及びスポーツ
環境会議について、女性委員比
率が40％に満たなかった。（生涯
学習スポーツ課）

・多文化共生まちづくり会議にお
ける女性委員は、32人中18人で
あり、56.3％を達成した。（多文化
共生推進課）
・スポーツ推進委員及びスポーツ
環境会議について、女性委員比
率が40％に満たなかった。（生涯
学習スポーツ課）

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

地域振
興部

各課

58-12

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

・審議会等の委員の任命にあた
り、女性の比率が高まるよう努め
た。
・8審議会等（都市計画、景観まち
づくり、住宅まちづくり等）の女性
委員比率平均　24.3％

・審議会等の委員の任命にあた
り、女性の比率が高まるよう努め
た。
・8審議会等（都市計画、景観まち
づくり、住宅まちづくり等）の女性
委員比率平均　22.5％

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

都市計
画部

各課

58-13

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

・各審議会等の委員構成におい
て、女性委員の比率が高まるよう
に努めた。

・福祉部において、一方の性が
40％以上の審議会等が全体の
約6割であった。
・女性委員のいない審議会を解
消できた。

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

カ 地域の安心・
安全な生活の
確保に向けて、
男女共同参画
の視点を導入
できる

福祉部 各課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

58-14

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

・新宿区産業振興会議は2年を1
期として運営しており、令和5年度
改選後の女性比率15.4％から変
更なし。
・新宿区文化芸術振興会議は2
年を1期として運営しており、令和
6年度改選後、委員10名のうち女
性委員は4名で、女性委員の占
める割合は40％となっている。

・文化財保護審議会の委員10名
のうち女性委員は1名で、女性委
員の占める割合は10.0％となり、
達成できなかった。
・新宿区産業振興会議は、令和4
年度の女性委員の比率が7.7％
に対し、令和5年度は15.4％と若
干の改善はしたが、目標の水準
には至らなかった。

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

文化観
光産業
部

各課

58-15

区の審議会等におけ
る女性委員の割合

区の審議会等の男女の比率につ
いて、一方の性が40％を割らな
いことを目指します。
女性委員のいない審議会を解消
します。

2027 審議会等における女性
委員の比率　40%

【みどり公園課】
・みどりの推進審議会15名中、女
性委員が5名となり40%を下回っ
たが、女性委員からの意見も積
極的に出ている。今後は女性委
員の比率を高めるよう積極的な
登用に努める。
【交通対策課】
・新宿区自転車等駐輪対策協議
会では委員20名中２名が女性で
40％を下回っているが、協議会
副会長に女性に就任していただ
き、意見や提案を幅広くいただい
ている。
・交通安全協議会66名中17名が
女性。女性委員の人数が前年度
より6名増えた。

【みどり公園課】
・みどりの推進審議会15名中、女
性委員が5名となり40%を下回っ
たが、女性委員からの意見も積
極的に出ている。今後は女性委
員の比率を高めるよう積極的な
登用に努める。
【交通対策課】
・新宿区自転車等駐輪対策協議
会については、令和５年度は未
開催のため委員委嘱なし。
・交通安全協議会66名中11名が
女性

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

カ 地域の安心・
安全な生活の
確保に向けて、
男女共同参画
の視点を導入
できる

みどり土
木部

各課

59

政策・方針決定過程
への女性の参画に向
けた意識啓発

情報誌等を通じて、あらゆる場面
における女性の政策・方針決定
過程への参画に向けた意識啓発
を行います。

-

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」公募編集委員による編集・発
行
・性と生の講座　2回　申込者延
べ59人（オンラインで実施）
・男女共同参画講座　4回　申込
者延べ115人（オンラインと対面
で実施）
・区民団体との連携講座　2回
申込者延べ58人（対面で実施）

・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」公募編集委員による編集・発
行
・性と生の講座　2回　申込者延
べ86人（オンラインで実施）
・男女共同参画講座　4回　申込
者延べ73人（オンラインと対面で
実施）
・区民団体との連携講座　1回
申込者延べ10人（対面で実施）

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

②区職員における女性活躍の推進

60-1

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。

-

・性別にとらわれず事務分担を決
定した。

・性別にとらわれず事務分担を決
定した。

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

会計室 各課

60-2

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。 -

・ワーク・ライフ・バランスの推進
に向け、男女を問わず職員が育
児休暇を取得しやすい職場環境
づくりに努めた。
・職員間のコミュニケーションや
課内ミーティング等の定期的実
施により、男女とも意見の言いや
すい環境の充実に努めた。

・ワーク・ライフ・バランスの推進
に向け、男女を問わず職員が育
児休暇を取得しやすい職場環境
づくりに努めた。
・職員間のコミュニケーションや
課内ミーティング等の定期的実
施により、男女とも意見の言いや
すい環境の充実に努めた。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

環境清掃
部

各課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

60-3

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。

-

・女性職員が積極的に管理監督
者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの考え方に立ち、働
きやすい環境を整えた。

・女性職員が積極的に管理監督
者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの考え方に立ち、働
きやすい環境を整えた。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

監査事務
局

各課

60-4

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。

-

・区の女性職員が積極的に管理
監督者を目指せるよう、ワーク・
ライフ・バランスの推進等、管理
職や係長級職員として働きやす
い環境を整えるようにした。

・区の女性職員が積極的に管理
監督者を目指せるよう、ワーク・
ライフ・バランスの推進等、管理
職や係長級職員として働きやす
い環境を整えるようにした。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

議会事務
局

各課

60-5

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。

-

・ワーク・ライフ・バランスの推進
等、女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、働きやすい
環境の整備に努めた。

・ワーク・ライフ・バランスの推進
等、女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、働きやすい
環境の整備に努めた。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

教育委員
会事務局

各課

60-6

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。

-

・ワーク・ライフ・バランスを意識
し、性別にとらわれない事務分担
の決定を行った。

・ワーク・ライフ・バランスを意識
し、性別にとらわれない事務分担
の決定を行った。

A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

健康部 各課

60-7

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。

-

・ワーク・ライフ・バランスの推進
等、管理職や係長級職員として
働きやすい環境を整えるように努
めた。

・ワーク・ライフ・バランスの推進
等、管理職や係長級職員として
働きやすい環境を整えるように努
めた。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

子ども家
庭部

各課

60-8

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。

-

・育児休暇の取得など、女性職員
が働きやすい環境を整えるととも
にワーク・ライフ・バランスを推進
するよう配慮した。

・育児休暇の取得など、女性職員
が働きやすい環境を整えるととも
にワーク・ライフ・バランスを推進
するよう配慮したが、対象となる
職員がいなかった。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

選挙管理
委員会

各課

60-9

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。

-

・職員間のコミュニケーションや
課内ミーティング等の定期的実
施により、男女とも意見の言いや
すい環境の充実に努めた。
・男女問わず、本人の能力・経験
等に基づき、チーフ等の役割を
担ってもらうなど、女性職員も管
理職や係長級職員を目指せるよ
うな職場環境を整えた。
・各種昇任選考において、所属長
等による受験勧奨を、男女問わ
ず行った。

・職員間のコミュニケーションや
課内ミーティング等の定期的実
施により、男女とも意見の言いや
すい環境の充実に努めた。
・男女問わず、本人の能力・経験
等に基づき、チーフ等の役割を
担ってもらうなど、女性職員も管
理職や係長級職員を目指せるよ
うな職場環境を整えた。
・各種昇任選考において、所属長
等による受験勧奨を、男女問わ
ず行った。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

総合政策
部（自治
創造研究
所含む）

各課

60-10

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。

-

各種昇任選考において、所属長
等による受験勧奨を、男女問わ
ず行った。

各種昇任選考において、所属長
等による受験勧奨を、男女問わ
ず行った。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

総務部
（危機管
理担当部
含む）

各課

60-11

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。

-

・男女問わず管理監督者を目指
せるよう、働きやすい環境を整
え、ワークライフバランスを推進
するよう努めた。

・男女問わず管理監督者を目指
せるよう、働きやすい環境を整
え、ワークライフバランスを推進
するよう努めた。（多文化共生推
進課）

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

地域振興
部

各課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
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男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

60-12

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。 -

・部で係長昇任選考対策を行うな
ど、女性職員も取り組みやすい
体制を整えた。
・育児休業や部分休業などを取
得しやすい環境を整え、ワーク・
ライフ・バランスの推進に努め
た。

・部で係長昇任選考対策を行うな
ど、女性職員も取り組みやすい
体制を整えた。
・育児休業や部分休業などを取
得しやすい環境を整え、ワーク・
ライフ・バランスの推進に努め
た。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

都市計画
部

各課

60-13

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。

-

・ワーク・ライフ・バランスの推進
に向け、男女を問わず職員が働
きやすく、風通しのよい職場環境
づくりに努めた。

・ワーク・ライフ・バランスの推進
に向け、男女を問わず職員が働
きやすく、風通しのよい職場環境
づくりに努めた。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

福祉部 各課

60-14

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。

-

・ワーク・ライフ・バランスの推進
等、管理職や係長級職員として
職場環境の整備に努めた。

・ワーク・ライフ・バランスの推進
等、管理職や係長級職員として
職場環境の整備に努めた。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

文化観光
産業部

各課

60-15

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

区の女性職員が積極的に管理監
督者を目指せるよう、ワーク・ライ
フ・バランスの推進等、管理職や
係長級職員として働きやすい環
境を整えます。

-

【土木管理課】
・男女ともに働きやすい職場を目
指し、部分休業や休憩時間の特
例取得者を課全体でサポートで
きる体制づくりに努めた。
【道路課】
・職員間でサポートし合うことで、
性別に関係なく休暇制度や休憩
時間の特例を取得しやすい環境
づくりに努めた。
【みどり公園課】
・課全体でコミュニケーションを取
り合いながら、職員の産休及び
育休取得をサポートする体制づく
りに努めた。
【交通対策課】
・性別に関係なく子の看護休暇や
出産に係る休暇制度を取得しや
すい環境体制を整え、ワーク・ラ
イフ・バランスの推進に努めた。

【土木管理課】
・男女ともに働きやすい職場を目
指し、部分休業や休憩時間の特
例取得者を課全体でサポートで
きる体制づくりに努めた。
【道路課】
・職員間でサポートし合うことで、
性別に関係なく休暇制度や休憩
時間の特例を取得しやすい環境
づくりに努めた。
【みどり公園課】
・課全体でコミュニケーションを取
り合いながら、職員の産休及び
育休取得をサポートする体制づく
りに努めた。
【交通対策課】
・性別に関係なく子の看護休暇や
出産に係る休暇制度を取得しや
すい環境体制を整え、ワーク・ラ
イフ・バランスの推進に努めた。

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

みどり土
木部

各課

60-16

政策・方針決定過程
への女性職員の参
画の推進

　各職員の能力や適性に基づき
職員配置や職務分担を決定する
とともに、男女ともにライフイベン
トを踏まえた昇任を支援します。
・研修履修単位制度導入による
係長職昇任能力実証等
・育児、介護等のライフイベントを
踏まえた任用待機制度

2027 部長級に占める女性職
員の割合　20%
課長級に占める女性職
員の割合　30%
課長補佐に占める女性
職員割合　35%
係長職・主査に占める
女性職員の割合　50%

部長級に占める女性職員の割合
11.1%
課長級に占める女性職員の割合
25.3%
課長補佐に占める女性職員割合
31.1%
係長職・主査に占める女性職員
の割合　46.3%

管理職に占める女性職員の割合
20.9%(再任用フルタイム職員を含
む割合　20.6%)
課長補佐に占める女性職員割合
31.1%(再任用フルタイム職員を含
む割合　28.8%)
係長級に占める女性職員の割合
50.1%(再任用フルタイム職員を含
む割合　46.6%)

A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

総務部 人事課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

（３）地域における男女共同参画を推進します。
①地域活動での男女共同参画の推進

61

地域活動への参加
の促進

全庁で行われている様々な人材
募集・育成事業を一括して紹介
し、地域活動に関心のある方が
自分に合ったものを見つけられる
よう周知します。
地域活動を支える人材育成を目
指します。

-

全庁で行われている様々な地域
活動・人材育成事業の一覧を冊
子形式（PDF）で作成し、ホーム
ページに公開することで、地域活
動を支える人材育成を促進した
（冊子の紙媒体での印刷は令和5
年度で終了）。

全庁で行われている様々な地域
活動・人材育成事業の一覧を区
ホームページから円滑に検索す
る仕組みをつくり、地域活動を支
える人材育成を促進した（冊子の
発行は令和5年度で終了）。

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

カ 地域の安心・
安全な生活の
確保に向けて、
男女共同参画
の視点を導入
できる

地域振興
部

地域コミュニ
ティ課

62

女性の視点を踏まえ
た配慮を要する方へ
の避難所運営体制
の充実

避難所において、女性をはじめ
配慮を要する方の視点を取り入
れた避難所の管理運営体制の充
実を図ります。

○

女性をはじめ配慮を要する方の
視点でのワークショップやシンポ
ジウムでの意見を踏まえ、避難
所運営管理マニュアルの標準版
の改定に向けた準備を進めた。

【第1回ワークショップ（講演会）】
・箪笥町・若松町地区合同開催
　28名
【第2回ワークショップ(避難所見
学)】
・箪笥町地区(牛込第三中学校)
12名
・若松町地区(余丁町小学校)
13名
【第3回ワークショップ(避難所運
営検討)】
・箪笥町地区　13名
・若松町地区　14名

【総括的なシンポジウムの開催】
　参加者数　39名

A:継続して
実施

改定した避難所管理
運営マニュアルの標
準版を元に避難所毎
のマニュアルを改定
するとともに、マニュ
アル改定を踏まえた
避難所訓練を実施す
るなど、女性の視点
等を踏まえた避難所
運営体制の充実を図
る。

カ 地域の安心・
安全な生活の
確保に向けて、
男女共同参画
の視点を導入
できる

総務部
（危機管
理担当部
含む）

危機管理課

②家庭・地域団体での男女共同参画の推進

63-1

家庭・地域団体に対
する多様な学習機会
や情報の提供

ＰＴＡ等が主体的に取り組む家庭
教育講座の担当者向け研修会で
の事例の情報提供等を通じて、
男女共同参画の推進の一助とし
ます。

18-1の記入に以下を追加
・PTAへの専門家派遣　小学校4
回

18-1の記入に以下を追加
・PTAへの専門家派遣　4回（幼
稚園1回小学校2回中学校1回）

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

教育委員
会事務局

教育支援課

63-2

家庭・地域団体に対
する多様な学習機会
や情報の提供

区民プロデュース講座を開催し、
区民や区内の学習団体が男女
の別なく自主的に講座を企画・運
営する機会を提供します。

高齢者教養講座支援事
業および広報活動支援
の延べ申請事業数　８
事業

18-2と同じ 18-2と同じ A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

地域振興
部

生涯学習ス
ポーツ課

63-3

家庭・地域団体に対
する多様な学習機会
や情報の提供

レガスまつりや生涯学習館まつり
等を開催することにより、男女と
もに参加していくきっかけづくりに
します。

生涯学習館まつりを全5
館で開催　全5館で実施

生涯学習館まつり参加
団体数　登録団体数の
30％

18-3と同じ 18-3と同じ A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

地域振興
部

生涯学習ス
ポーツ課

63-4

家庭・地域団体に対
する多様な学習機会
や情報の提供

職場以外の地域活動等に疎遠に
なりがちな方を対象に、学習活動
普及事業をライフアップ講座とし
て実施し、男女ともに活動に参加
していくきっかけづくりにします。

-

18-4と同じ 18-4と同じ A:継続して
実施

イ 性別に関係
なく、生涯を通
じた健康支援が
期待できる

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

地域振興
部

生涯学習ス
ポーツ課

63-5

家庭・地域団体に対
する多様な学習機会
や情報の提供

指導者を希望する区民を、生涯
学習支援者バンクに登録し、必
要とする区民に紹介します。 -

18-5と同じ 18-5と同じ A:継続して
実施

エ 性別に関係
なく、仕事と生
活の調和を図る
ことができる

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

地域振興
部

生涯学習ス
ポーツ課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事
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めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

63-6

家庭・地域団体に対
する多様な学習機会
や情報の提供

新宿未来創造財団ホームページ
で各種事業案内・講座申込み・施
設利用情報管理・各種情報提供
を行います。

-

18-6と同じ 18-6と同じ A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

地域振興
部

生涯学習ス
ポーツ課

64

地域の人材育成支
援

地域のリーダーの発掘・育成の
ため、各種催しや講座の企画・運
営にあたり、できる限り実行委員
会方式を取り入れます。

-

59と同じ 59と同じ A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

（４）教育の場における男女共同参画を推進します。
①教育分野における男女共同参画の推進

65-1

男女共同参画の視
点からの教育活動の
編成

各教科、道徳科、外国語活動、
総合的な学習の時間及び特別活
動において、個性尊重及び男女
平等の考えが児童・生徒に身に
付くよう指導します。

2027 人権尊重の考え方に基
づく教育課程の編成
すべての区立学校で実
施

・すべての区立学校（園）が、人
権尊重の理念に基づき教育計画
を編成した。

・すべての区立学校（園）が、人
権尊重の理念に基づき教育計画
を編成した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

教育委員
会事務局

教育指導課

65-2

男女共同参画の視
点からの教育活動の
編成

男女共同参画を考える啓発誌に
より、小学５年生と中学２年生
（31(2019)年度から）に対して、男
女平等の意識啓発を進めます。

-

・小学校高学年向け啓発誌「みん
ないきいき」の配付：2,031部
・中学生向け啓発誌「みんなち
がっていい」の配布：986部

・小学校高学年向け啓発誌「みん
ないきいき」の配付：1,972部
・中学生向け啓発誌「みんなち
がっていい」の配布：1,085部

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

66

適切な進路指導の徹
底

児童・生徒が進路を選択する際、
性の違いによる先入観にとらわ
れることなく、個性と能力に基づく
主体的選択ができるよう、適切な
進路指導を行います。

2027 進路指導主任会の開催
年４回

・進路指導主任会の開催（年間４
回）
・中学校による職場体験（中学校
10校　第2学年）を実施し、3日間
の職場体験と2日間の事前事後
学習により適切な職業観の育成
につなげた。

・進路指導主任会の開催（年間４
回）
・中学校による職場体験（中学校
10校　第2学年）を実施し、3日間
の職場体験と2日間の事前事後
学習により適切な職業観の育成
につなげた。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

教育委員
会事務局

教育指導課

②教職員の男女共同参画の推進

67

男女平等教育研修
の充実

男女共同参画への理解を促進
し、人権尊重の精神に根ざした教
育を進めるため、教職員を対象と
した人権教育研修を充実し、意識
を高めます。

2027 人権教育研修会の参加
率　100%

・教育管理職対象の人権教育研
修会については、すべての管理
職が受講した。
・初任者研修会や中堅教諭等資
質向上研修の中で、人権教育の
研修を計画的に開催した。

・教育管理職対象の人権教育研
修会については、すべての管理
職が受講した。
・初任者研修会や中堅教諭等資
質向上研修の中で、人権教育の
研修を計画的に開催した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

教育委員
会事務局

教育指導課

68

女性教職員の管理
職昇任選考等の受
験奨励

女性教職員の管理職及び主幹教
諭等への昇任選考の受験を推奨
します。

-

・小学校
　校長29名中、女性校長8名
　副校長29名中、女性副校長8名
・中学校・特別支援学校
　校長11名中、女性校長1名
　副校長11名中、女性副校長1名

・小学校
　校長29名中、女性校長6名
　副校長29名中、女性副校長10
名
・中学校・特別支援学校
　校長11名中、女性校長1名
　副校長11名中、女性副校長2名

A:継続して
実施

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

教育委員
会事務局

教育指導課

③保護者への男女共同参画に関する情報の発信

69

保護者への学習機
会や情報の提供

情報誌で、子どもの保護者を対
象に、男女共同参画に関する学
習機会や情報提供を行います。

-

・性と生の講座　2回　申込者延
べ59人（オンラインで実施）
・男女共同参画講座　4回　申込
者延べ115人（オンラインと対面
で実施）
・区民団体との連携講座　2回
申込者延べ58人（対面で実施）

・性と生の講座　2回　申込者延
べ86人（オンラインで実施）
・男女共同参画講座　4回　申込
者延べ73人（オンラインと対面で
実施）
・区民団体との連携講座　1回
申込者延べ10人（対面で実施）

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

〈ともにおもいやる〉目標４ 人権の尊重と配偶者等からの暴力のない安心できる社会の実現
（１）配偶者等からの暴力の防止に向けた意識啓発と情報提供を行います。
①配偶者等からの暴力の防止に向けた取組みの推進

70-1

「女性の人権」に関す
る意識の向上

「女性の人権」に関する広報・啓
発活動を進め、女性に対する暴
力の根絶に向けて、社会全体の
意識の向上を図ります。

-

・DV防止啓発講座　3回　申込者
延べ137人（オンラインで実施）
・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」145、146号 各5,000部発行

・DV防止啓発講座　3回　申込者
延べ137人（オンラインで実施）
・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」143、144号 各5,000部発行

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

70-2

「女性の人権」に関す
る意識の向上

女性の性に関する講座を実施し
ます。開催に当たっては、オンラ
インを積極的に活用し、区民等が
参加しやすい体制を整えます。

2027 講座アンケートにおける
満足度　90%

・DV防止啓発講座　3回　申込者
延べ74人　講座の満足度91.7％
・性と生の講座　2回　申込者延
べ59人　講座の満足度95％
いずれもオンラインを活用し、区
民等が参加しやすい体制を整え
て実施した。

・DV防止啓発講座　3回　申込者
延べ137人　講座の満足度97.9％
・性と生の講座　2回　申込者延
べ86人　講座の満足度100％
いずれもオンラインを活用し、区
民等が参加しやすい体制を整え
て実施した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

71-1

配偶者等からの暴力
の防止に関する理解
の促進

配偶者等からの暴力に関する正
しい知識や理解を促進するため
の講座を開催します。開催に当
たっては、オンラインを積極的に
活用し、区民等が参加しやすい
体制を整えます。また、情報誌や
広報紙・ホームページ等により情
報発信を行います。

2023 ＤＶに関する認識度（区
政モニ
ターアンケート） 80%

・DV防止啓発講座　3回　申込者
延べ74人（オンラインで実施）
・女性問題に関する相談機関連
携会議を２回開催
・6年度 区政モニターアンケート
（第1回） ＤＶに関する設問で「ＤＶ
だと思う行為」の認識度　 77.6％
・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」146号でDV相談窓口の記事
を掲載
・女性に対する暴力をなくす運動
期間にあわせて、広報紙と大型
ビジョン、ホームページで情報発
信した。

・DV防止啓発講座　3回　申込者
延べ137人（オンラインで実施）
・女性問題に関する相談機関連
携会議を２回開催
・5年度 区政モニターアンケート
（第1回） ＤＶに関する設問で「ＤＶ
だと思う行為」の認識度　 75.6％
・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」144号でDV相談窓口の記事
を掲載
・女性に対する暴力をなくす運動
期間にあわせて、広報紙と大型
ビジョン、ホームページで情報発
信した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

71-2

配偶者等からの暴力
の防止に関する理解
の促進

配偶者等からの暴力を防止する
ためのパンフレット等を作成し、
配付するほか、啓発用動画を作
成し、大型ビジョンやホームペー
ジ上で放映していきます。

-

・DV防止のための啓発用のカー
ドやパープルリボンピンバッチを
作成し、配布した
・DV防止のための啓発用動画
を、女性に対する暴力をなくす運
動期間にあわせて大型ビジョン
で放映し、ホームページでも配信
した
・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」146号でDV相談窓口の記事
を掲載した

・DV防止のための啓発用のカー
ドやパープルリボンピンバッチを
作成し、配布した
・DV防止のための啓発用動画
を、女性に対する暴力をなくす運
動期間にあわせて大型ビジョン
で放映し、ホームページでも配信
した
・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」144号でDV相談窓口の記事
を掲載した

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

71-3

配偶者等からの暴力
の防止に関する理解
の促進

区・都の関係機関、警察、各種団
体などで構成される女性問題に
関する相談機関連携会議におい
て、加害者に対する暴力再発防
止のための取組みを行います。

-

女性問題に関する相談機関連携
会議を２回開催した

女性問題に関する相談機関連携
会議を２回開催した

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

72-1

若年層に向けたＤＶ
防止啓発の実施

学生などの若年層を対象とした
「デートＤＶ」に関する講座を実施
するとともに、パンフレット等を利
用した早期からの啓発活動を
行うことで、ＤＶの被害者にも加
害者にもならないための意識づく
りを行います。

-

・DV防止啓発講座　3回　申込者
延べ74人（オンラインで実施）
・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」146号でＤＶ相談窓口の記事
を掲載

・DV防止啓発講座　3回　申込者
延べ137人（オンラインで実施）
・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」144号でＤＶ相談窓口の記事
を掲載

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

72-2

若年層に向けたＤＶ
防止啓発の実施

中学２年生に配布する男女共同
参画啓発誌を通じて、デートＤＶ
に関する正しい知識や理解を促
進するための意識啓発を行いま
す。

-

中学生向け啓発誌「みんなち
がっていい」で、デートDVに関す
る意識啓発を行った（986部配布）

中学生向け啓発誌「みんなち
がっていい」で、デートDVに関す
る意識啓発を行った（1,085部配
布）

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

②虐待等の暴力の防止に向けた取組みの推進

73-1

児童虐待やいじめの
防止に向けた取組み

子どもと家庭のさまざまなニーズ
にきめ細かな対応をしていくた
め、子ども総合センター及び子ど
も家庭支援センターでは、児童虐
待防止に取り組み、支援や見守
り体制を強化していきます。
また、虐待などの問題から子ども
を守るため、児童相談所の設置
について検討しつつ、特区連携
による取組みとして東京都児童
相談センター内に設置した新宿
区子ども総合センター分室の効
果も踏まえ、新宿区の子どもや子
育て家庭にとって最適な児童相
談体制の整備に向けて取り組ん
でいきます。 -

・虐待等の子どもの権利侵害に
対して、子ども自身や保護者が
安心して相談できる仕組みを強
化するとともに、子ども総合セン
ターを中心として保健センターや
教育委員会、児童相談所、医療
機関、警察及び配偶者暴力相談
支援センターなどの関係機関と
連携して、問題解決のための支
援を行った。
・こども家庭センターの設置によ
り、母子保健と児童福祉の相談
体制を一体的に運営し、妊娠期
から子育て期における切れ目の
ない支援を行った。
・児童相談所設置を含めた区の
児童相談体制を担う人材確保・
育成のため、児童相談所等への
派遣研修（派遣者：28名）を行うと
ともに、区の児童相談体制全体
の課題の検討や解決へ向けて、
有識者からの意見聴取等、情報
収集を行った。また、子ども総合
センター分室の機能を一部拡充
し、都区間の連携を強化し虐待
対応等の迅速化を図った。

・虐待等の子どもの権利侵害に
対して、子ども自身や保護者が
安心して相談できる仕組みを強
化するとともに、子ども総合セン
ターを中心として保健センターや
教育委員会、児童相談所、医療
機関、警察及び配偶者暴力相談
支援センターなどの関係機関と
連携して、問題解決のための支
援を行った。
・育児の不安や虐待のリスクのあ
る保護者に対して、サービスを提
供することで、育児の負担感や困
難感を軽減し、虐待の発生予防
に努めた。
・児童相談所の設置に向けた人
材確保・育成のため、児童相談
所等への派遣研修（派遣者：32
名）を行うとともに、児童相談所
の設置に向けた課題の検討や解
決へ向けて、有識者からの意見
聴取等、情報収集を行った。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

子ども相談
支援課

73-2

児童虐待やいじめの
防止に向けた取組み

人権教育を推進します。 2027 人権教育研修会の参加
率　100%

・すべての区立学校（園）が、人
権尊重の理念に基づき教育計画
を編成した。
・各学校で、「学校いじめ防止基
本方針（総称）」に基づく取組を実
施した。

・すべての区立学校（園）が、人
権尊重の理念に基づき教育計画
を編成した。
・各学校で、「学校いじめ防止基
本方針（総称）」に基づく取組を実
施した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

教育委員
会事務局

教育指導課

73-3

児童虐待やいじめの
防止に向けた取組み

各教科、道徳科、外国語活動、
総合的な学習の時間及び特別活
動において、男女平等の考えに
ついて指導します。

-

・すべての区立学校（園）が、人
権尊重の理念に基づき教育計画
を編成した。

・すべての区立学校（園）が、人
権尊重の理念に基づき教育計画
を編成した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

オ 性別に関係
なく、あらゆる
分野に参画す
ることができる

教育委員
会事務局

教育指導課

73-4

児童虐待やいじめの
防止に向けた取組み

男女共同参画への理解を促進
し、人権尊重の精神に根ざした教
育を進めるために、教職員を対
象とした人権教育研修を実施し、
意識を高めます。

2027 人権教育研修会の参加
率　100%

・教育管理職対象の人権教育研
修会への参加率100％。
・初任者研修会や中堅教諭等資
質向上研修の中で、人権教育の
研修を計画的に開催。

・教育管理職対象の人権教育研
修会への参加率100％。
・初任者研修会や中堅教諭等資
質向上研修の中で、人権教育の
研修を計画的に開催。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

教育委員
会事務局

教育指導課

74-1

高齢者虐待防止に向
けた取組み

高齢者虐待を防止するためのパ
ンフレットを作成し、配布します。

-

高齢者虐待を防止するためパン
フレットを3000部作成し、関係機
関に配布した。

高齢者虐待を防止するためパン
フレットを3000部作成し、関係機
関に配布した。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

福祉部 高齢者支援
課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

74-2

高齢者虐待防止に向
けた取組み

介護者等による虐待に対応する
ためのマニュアルを見直します。

-

厚生労働省のマニュアルを合わ
せて、マニュアル内の虐待分類
表を修正した。

要介護施設等の事業所における
セルフ・ネグレクトへの対応につ
いて加筆した。

A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

福祉部 高齢者支援
課

74-3

高齢者虐待防止に向
けた取組み

高齢者総合相談センターを通報・
相談窓口とした体制整備を行い
ます。 -

高齢者虐待を防止するためパン
フレットを3000部作成し、関係機
関に配布した。

高齢者虐待を防止するためパン
フレットを3000部作成し、関係機
関に配布した。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

福祉部 高齢者支援
課

74-4

高齢者虐待防止に向
けた取組み

高齢者総合相談センターを中心
に関係機関が連携するための仕
組みをつくります。 -

厚生労働省のマニュアルを合わ
せて、マニュアル内の虐待分類
表を修正した。

要介護施設等の事業所における
セルフ・ネグレクトへの対応につ
いて加筆した。

A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

福祉部 高齢者支援
課

74-5

高齢者虐待防止に向
けた取組み

ヤングケアラーを含めた家族介
護者に対する支援を行います。

-

高齢者虐待を防止するためパン
フレットを3000部作成し、関係機
関に配布した。

高齢者虐待を防止するためパン
フレットを3000部作成し、関係機
関に配布した。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

福祉部 高齢者支援
課

74-6

高齢者虐待防止に向
けた取組み

緊急保護が必要な方について
は、老人福祉法に基づく措置を
実施する等、一時的に保護でき
る場所を確保します。

-

厚生労働省のマニュアルを合わ
せて、マニュアル内の虐待分類
表を修正した。

要介護施設等の事業所における
セルフ・ネグレクトへの対応につ
いて加筆した。

A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

福祉部 高齢者支援
課

74-7

高齢者虐待防止に向
けた取組み

高齢者の権利擁護ネットワーク
協議会を通じて、関係機関の連
携体制を強化します。 -

高齢者虐待を防止するためパン
フレットを3000部作成し、関係機
関に配布した。

高齢者虐待を防止するためパン
フレットを3000部作成し、関係機
関に配布した。

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

福祉部 高齢者支援
課

75

障害者虐待防止に向
けた取組み

「新宿区障害者虐待防止セン
ター」を障害者虐待の通報窓口と
し、虐待に関する相談・通報・届
出に対して速やかに対応してい
きます。

-

厚生労働省のマニュアルを合わ
せて、マニュアル内の虐待分類
表を修正した。

要介護施設等の事業所における
セルフ・ネグレクトへの対応につ
いて加筆した。

A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

福祉部 障害者福祉
課

（２） 配偶者等からの暴力の防止に向けた取組みを推進します。

①相談支援体制の整備

76-1

ＤＶに関する専門相
談

配偶者等からの暴力に関する一
義的な相談先として、専用ダイヤ
ルによる相談を受け付けます。Ｄ
Ｖ被害者が一人で悩むことなく相
談することで、一人ひとりの状況
に応じた助言を行い、被害者の
安全の確保や自立のための支援
に繋げます。

-

専門電話着信件数：406件

　電話相談を入口とし、面接相
談、シェルターへの一時保護等、
転宅時・後の情報提供等を行うこ
とで、自立への支援を行った。ま
た区役所各課手続きのための証
明書発行のため面接を実施し、
被害者の安全確保のための支援
を行った。

専門電話着信件数：485件

　電話相談を入口とし、面接相
談、シェルターへの一時保護等、
転宅時・後の情報提供等を行うこ
とで、自立への支援を行った。ま
た区役所各課手続きのための証
明書発行のため面接を実施し、
被害者の安全確保のための支援
を行った。

A:継続して
実施

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

76-2

ＤＶに関する専門相
談

情報誌や広報紙、ホームページ
への掲載のほか、女性トイレ個
室へのステッカー貼付、リーフ
レット・カードの配架等により、区
の専用ダイヤルのほか、国や都
が行っている相談先等も広く周知
し、被害者を適切な支援につなげ
ます。

-

リーフレット及びカードによるDV
相談ダイヤルの周知活動に加
え、ＨＰや区報での周知を行っ
た。また周知用ステッカーを、庁
内女性用トイレ及び多目的トイレ
に継続貼付した。

リーフレット及びカードによるDV
相談ダイヤルの周知活動に加
え、ＨＰや区報での周知を行っ
た。また周知用ステッカーを、庁
内女性用トイレ及び多目的トイレ
に継続貼付した。

A:継続して
実施

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

77-1

ＤＶの早期発見・支
援のための相談窓口
の連携

庁内の相談窓口での相談をきっ
かけとして、早期にＤＶを発見し、
支援につなげていくために、各相
談機関と連携し、被害者の支援
を行います。 -

配偶者暴力相談支援センター事
業を複数課で実施し、各窓口等
でＤＶ相談を受けた際には情報
共有を行った。また、実務担当者
による会議の中で女性新法等の
情報共有を行う等し、より迅速な
被害者支援が行えるようにした。

配偶者暴力相談支援センター事
業を複数課で実施し、各窓口等
でＤＶ相談を受けた際には情報
共有を行った。また、実務担当者
による会議の中で女性新法等の
情報共有を行う等し、より迅速な
被害者支援が行えるようにした。

A:継続して
実施

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

77-2

ＤＶの早期発見・支
援のための相談窓口
の連携

児童虐待とＤＶが相互に重複して
発生することを踏まえ、子ども総
合センター及び子ども家庭支援
センターと連携して対応すること
で、ＤＶ被害者支援と併せて児童
虐待防止を図ります。

-

子ども総合センター及び各子ども
家庭支援センターとの情報共有
や面接同席等の調整のための電
話相談172件。また、保健セン
ター等の関係機関とこまめに情
報共有しDV及び児童虐待の防
止に努めた。

子ども総合センター及び各子ども
家庭支援センターとの情報共有
や面接同席等の調整のための電
話相談196件。また、保健セン
ター等の関係機関とこまめに情
報共有しDV及び児童虐待の防
止に努めた。

A:継続して
実施

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

78-1

女性への暴力に関す
る相談体制の整備

相談窓口の周知や相談機関と連
携し、被害者が相談しやすい環
境づくりを進めます。

-

・女性問題に関する相談機関連
携会議を２回開催した
・DV専門相談窓口のカードやパ
ンフレットを配布し周知した
・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」146号(各5,000部発行)でＤＶ
相談窓口の記事を掲載した

・女性問題に関する相談機関連
携会議を２回開催した
・DV専門相談窓口のカードやパ
ンフレットを配布し周知した
・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」144号(各5,000部発行)でＤＶ
相談窓口の記事を掲載した

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

78-2

女性への暴力に関す
る相談体制の整備

相談窓口の周知や相談機関と連
携し、被害者が相談しやすい環
境づくりを進めます。

-

窓口相談件数
夫等の暴力（ＤＶ）　　　　　56件
恋人・知人等の暴力　　　  17件
　　　　　　　　　　（生活福祉課）

窓口相談件数
夫等の暴力（ＤＶ）　　　　　84件
恋人・知人等の暴力　　　  18件
　　　　　　　　　　（生活福祉課）

A:継続して
実施

カ 地域の安心・
安全な生活の
確保に向けて、
男女共同参画
の視点を導入
できる

福祉部 生活福祉課

78-3

女性への暴力に関す
る相談体制の整備

相談窓口において、相談者に対
する迅速で適切な対応を行いま
す。

-

配偶者暴力相談支援センター事
業を複数課で実施した。相談内
容別の相談窓口一覧を記載した
庁内用マニュアルを一部改訂し、
DV相談窓口以外でも相談を受け
た際には、迅速かつ適切に対応
した。

配偶者暴力相談支援センター事
業を複数課で実施した。相談内
容別の相談窓口一覧を記載した
庁内用マニュアルを一部改訂し、
DV相談窓口以外でも相談を受け
た際には、迅速かつ適切に対応
した。

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

78-4

女性への暴力に関す
る相談体制の整備

相談窓口において、相談者に対
する迅速で適切な対応を行いま
す。

-

78-2にまとめて記入 78-2にまとめて記入 A:継続して
実施

カ 地域の安心・
安全な生活の
確保に向けて、
男女共同参画
の視点を導入
できる

福祉部 生活福祉課

78-5

女性への暴力に関す
る相談体制の整備

配偶者暴力相談支援センターの
職員等、被害者に接する職員に
対し、研修への参加促進、外部
講師を招いた研修等の実施によ
り、知識等を習得する機会を設
け、人材育成を図ります。

-

外部研修参加　16回（計16名参
加）
内部研修実施　3回（計33名参
加）
情報交換会議等参加　3回

外部研修参加　14回（計16名参
加）
内部研修実施　３回（計48名参
加）
情報交換会議等参加　４回

A:継続して
実施

ウ 性別に関係
なく、人権が尊
重される

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

78-6

女性への暴力に関す
る相談体制の整備

配偶者暴力相談支援センターの
職員等、被害者に接する職員に
対し、研修への参加促進、外部
講師を招いた研修等の実施によ
り、知識等を習得する機会を設
け、人材育成を図ります。

-

東京都女性相談センター、東京
ウィメンズプラザ等で実施する研
修に参加した。

東京都女性相談センター、東京
ウィメンズプラザ等で実施する研
修に参加した。

A:継続して
実施

カ 地域の安心・
安全な生活の
確保に向けて、
男女共同参画
の視点を導入
できる

福祉部 生活福祉課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

②外国人被害者への対応

79-1

外国人被害者への
対応

相談窓口の情報を多言語で提供
します。

-

　DV及び相談窓口についての案
内文は、英語、中国語、韓国語、
タイ語、ネパール語及びミャン
マー語の6か国語で作成してい
る。提示・配布等の実績はなし。

　DV及び相談窓口についての案
内文は、英語、中国語、韓国語、
タイ語、ネパール語及びミャン
マー語の6か国語で作成してい
る。提示・配布等の実績はなし。

A:継続して
実施

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

79-2

外国人被害者への
対応

相談窓口の情報を多言語で提供
します。

-

窓口相談件数
実人員30人、延べ件数172件（生
活福祉課）

窓口相談件数
実人員26人、延べ件数524件（生
活福祉課）

A:継続して
実施

カ 地域の安心・
安全な生活の
確保に向けて、
男女共同参画
の視点を導入
できる

福祉部 生活福祉課

79-3

外国人被害者への
対応

相談窓口の情報を多言語で提供
します。

-

・外国人相談窓口を運営した。
・テレビ通訳システムを相談時に
活用した。

・外国人相談窓口を運営した。
・テレビ通訳システムを相談時に
活用した。

A:継続して
実施

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

地域振興
部

多文化共生
推進課

79-4

外国人被害者への
対応

相談内容を正しく理解するために
相談時に通訳の確保をします。

-

タブレット端末によるテレビ通訳
システム（多文化共生推進課事
業）の利用：0回

タブレット端末によるテレビ通訳
システム（多文化共生推進課事
業）の利用：0回

A:継続して
実施

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

79-5

外国人被害者への
対応

相談内容を正しく理解するために
相談時に通訳の確保をします。

-

外国語通訳実施件数
 　 5件（生活福祉課）

外国語通訳実施件数
 1 件（生活福祉課）

A:継続して
実施

カ 地域の安心・
安全な生活の
確保に向けて、
男女共同参画
の視点を導入
できる

福祉部 生活福祉課

79-6

外国人被害者への
対応

相談内容を正しく理解するために
相談時に通訳の確保をします。 -

79-3にまとめて記入 79-3にまとめて記入 A:継続して
実施

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

地域振興
部

多文化共生
推進課

79-7

外国人被害者への
対応

外国人相談窓口を運営します。

-

79-3にまとめて記入 79-3にまとめて記入 A:継続して
実施

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

地域振興
部

多文化共生
推進課

③暴力の防止に向けた推進体制の整備

80

配偶者暴力相談支
援センター事業の実
施

ＤＶ被害者からの相談から自立ま
での円滑な支援を行うために、庁
内において連絡会議等を開催す
ることでＤＶ相談に関する連携を
図ります。

-

　実務担当課による「配偶者暴力
相談支援センター事業連絡会議
作業部会」を2回開催。都及び国
の統計を含む相談件数等の共有
のほか、DV相談ダイヤルやDV被
害者相談対応マニュアルを一部
改訂し、庁内の相談支援体制の
充実を図った。

　実務担当課による「配偶者暴力
相談支援センター事業連絡会議
作業部会」を2回開催。都及び国
の統計を含む相談件数等の共有
や、ＤＶ防止法の一部改正につ
いて情報共有を行った。またDV
被害者相談対応マニュアルを一
部改訂し、庁内の相談支援体制
の充実を図った。

A:継続して
実施

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

81

警察・東京都配偶者
暴力相談支援セン
ター等との連携

区・都の関係機関、警察、各種団
体などで構成される女性問題に
関する相談機関連携会議等を通
して、関係機関と連携します。

-

女性問題に関する相談機関連携
会議を２回開催した

女性問題に関する相談機関連携
会議を２回開催した

A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

82-1

国・都への要望と連
携

国や都で進めることが適切な施
策について、国・都に対し要望し
ます。 -

主管課長会による情報の収集と
意見の集約を行った。

主管課長会による情報の収集と
意見の集約を行った。

A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

82-2

国・都への要望と連
携

広域的な対応ができるように、国
や都と連携します。

-

82-1と同じ 82-1と同じ A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

（３）被害者の安全確保と自立のための支援を行います。
①被害者の安全確保

83

女性・母子等の緊急
一時保護

緊急保護を要する女性及び母子
等を一時的に保護し、身体の安
全の確保と自立を支援します。

-

・保護件数・緊急宿泊施設３か所
（延泊）
女性    105件・    　1191泊
母子    17件・      700泊
合計  122件・    1,891泊

・保護件数・緊急宿泊施設３か所
（延泊）
女性    82件・    　878泊
母子    18件・      703泊
合計  100件・    1,581泊

A:継続して
実施

カ 地域の安心・
安全な生活の
確保に向けて、
男女共同参画
の視点を導入
できる

福祉部 生活福祉課

②被害者の自立に向けた支援

84

DV被害者に対する
自立支援に向けた連
携

ＤＶ被害者が自立して生活できる
ように支援し、就業促進、住宅確
保、援護等に関する制度の利用
のために、ＤＶ被害者からの相談
に基づき証明書を発行するほ
か、さまざま支援を行うために、
関係各課が連携して取り組んで
いきます。

-

DV被害者の自立や生活再建の
ため、相談に応じ、利用できる制
度について助言・情報提供等を
行った。また、各種手続きにあ
たって、必要となる証明書（27件）
の発行や、関係機関等への同行
支援（延べ26件）を行った。
　また、子ども総合センター及び
各子ども家庭支援センターと連携
し、児童虐待の早期対応に繋げ
た。

（証明書用途：保育園入園等申
請2件、児童手当申請2件、医療
保険1件、家庭裁判所提出2件、
年金手続き2件、その他18件）

DV被害者の自立や生活再建の
ため、相談に応じ、利用できる制
度について助言・情報提供等を
行った。また、各種手続きにあ
たって、必要となる証明書（23件）
の発行や、関係機関等への同行
支援（延べ40件）を行った。
　また、子ども総合センター及び
各子ども家庭支援センターと連携
し、児童虐待の早期対応に繋げ
た。

（証明書用途：保育園入園等申
請5件、児童手当申請3件、医療
保険3件、家庭裁判所提出2件、
その他10件）

A:継続して
実施

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

85-1

民間団体・ＮＰＯ等と
の連携

行政、民間団体等が連携し、被
害者に対する緊急一時保護事業
や被害女性への自立支援の連
携体制を整備します。

-

緊急一時保護実績：3件 緊急一時保護実績：6件 A:継続して
実施

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

85-2

民間団体・ＮＰＯ等と
の連携

行政、民間団体等が連携し、被
害者に対する緊急一時保護事業
や被害女性への自立支援の連
携体制を整備します。 -

・緊急保護指定宿泊所3カ所及び
東京都の施設で緊急一時保護や
被害女性への自立支援を行っ
た。

・緊急保護指定宿泊所3カ所及び
東京都の施設で緊急一時保護や
被害女性への自立支援を行っ
た。

A:継続して
実施

カ 地域の安心・
安全な生活の
確保に向けて、
男女共同参画
の視点を導入
できる

福祉部 生活福祉課

（４）性犯罪・性暴力の撲滅に向けた取組みを推進します。

①性犯罪・性暴力の撲滅に向けた取組みの推進

86

性犯罪・性暴力の撲
滅に向けた周知啓発

国や都が実施する痴漢撲滅キャ
ンペーンに合わせて、性犯罪・性
暴力の撲滅に向けた普及啓発を
行います。

-

・6月実施の痴漢撲滅キャンペー
ンをホームページで周知した。
・男女共同参画情報誌「ウィズ新
宿」145号で痴漢や盗撮の被害防
止の記事を掲載した -

A:継続して
実施

キ あらゆる暴
力を防止するこ
とが期待できる

子ども家
庭部

男女共同参
画課
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年度 内　容 方向性 変更内容・理由等 ➀ ②

（参考）
令和５年度実績（E)

目標（C)
№ 事業 事業概要（A)

第三次実
行計画事

業（B）
令和６年度実績(D) 所 管

男女共同参画の視点で
めざす効果（H)

令和７年度以降の取組み(予定)
（G) 所管部

〈ともにすすめる〉目標５ 協働により計画を推進するための体制づくり
（１）区民や事業者、ＮＰＯ等の参加により男女共同参画を推進します。
①区民参画による男女共同参画の推進

87

男女共同参画推進
会議の運営

男女共同参画に関する基本的な
事項についての審議や、計画の
実施状況を継続的に点検し、施
策の方向性について提言していく
男女共同参画推進会議を運営し
ます。 -

・男女共同参画推進会議を1回開
催した。
・主に「第三次男女共同参画推進
計画」の進捗状況の審議を行っ
た。
・進捗状況調査表に、ジェンダー
主流化の実践として「男女共同参
画の視点でめざす効果」の項目
を追加した。

・男女共同参画推進会議を4回開
催した。
・主に「第四次男女共同参画推進
計画」策定についての検討等を
行った。

A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

②事業者やＮＰＯ等との協働による男女共同参画の推進

88

しんじゅく女性団体会
議等の運営

男女共同参画の推進に向けて、
男女共同参画に関する意見交換
等を行うため、区内で活躍する女
性団体等により構成される、しん
じゅく女性団体会議等を運営しま
す。

-

・偶数月に定例会を実施し、視
察、公開講座などを行った。
・視察：中央防波堤埋立処分場
及びそなエリア東京
・公開講座：「アウトドアから学ぶ
多様な視点で備える防災術」参
加者２６人
・公開講座「災害時の人権と女
性・子どもに対する暴力防止」参
加者２５人

・偶数月に定例会を実施し、視
察、公開講座などを行った。
・視察：国立女性教育会館　ＮＷ
ＥＣ（ヌエック）及び原爆の図丸木
美術館
・公開講座：「子どもへの虐待が
ない社会をつくるために」参加者
２６人
・公開講座「子ども食堂の活動か
ら考える周囲の大人ができるこ
と」参加者２５人

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

（２）庁内における計画の推進体制を充実します。
①庁内での計画推進

89-1

男女共同参画行政
推進連絡会議の運
営

男女共同参画行政推進連絡会
議の定期的な開催により、計画
の進捗状況を確認し、新たな課
題について的確に対応していき
ます。

-

・男女共同参画行政推進連絡会
議を1回、同幹事会を1回開催し
た。

・男女共同参画行政推進連絡会
議を3回、同幹事会を2回開催し
た。

A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

89-2

男女共同参画行政
推進連絡会議の運
営

区のあらゆる施策を男女平等の
視点で点検するとともに、男女共
同参画行政推進連絡会議を通し
て問題提起していきます。

-

89-1の実績と同様 89-1の実績と同様 A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

②計画の進捗管理

90

男女共同参画の着
実な推進

男女共同参画推進会議におけ
る、男女共同参画に関する基本
的な事項についての審議、計画
実施状況の点検、施策の方向性
に関する提言および、男女共同
参画行政推進連絡会議における
計画の進捗状況確認等により、
PDCAサイクルに基づく計画の進
捗状況管理を適宜行います。計
画の進捗状況確認にあたって
は、ジェンダーも視点から個別の
施策の進捗を判断します。

-

男女共同参画推進会議・行政推
進連絡会議等で第三次男女共同
参画推進計画の進捗状況の審
議を行った。
・進捗状況調査表に、ジェンダー
主流化の実践として「男女共同参
画の視点でめざす効果」の項目
を追加した。

男女共同参画推進会議・行政推
進連絡会議等で第三次男女共同
参画推進計画の進捗状況、第四
次男女共同参画推進計画策定
の審議を行った

A:継続して
実施

ア 家庭や地域
において男女
共同参画意識
が高まる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

（３）国・都と連携して、男女共同参画を進めます。
①国・都への要望と連携の強化

82-1
（再掲）

国・東京都への要望
と連携

国や都で進めることが適切な施
策について、国・都に対し要望し
ます。 -

82－1と同じ 82－1と同じ A:継続して
実施

ク 男女共同参
画推進体制の
整備・充実を図
ることができる

子ども家
庭部

男女共同参
画課

82-2
国・東京都への要望 広域的な対応ができるように、国

-
82－2と同じ 82－2と同じ A:継続して ク 男女共同参 子ども家 男女共同参
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第四次男女共同参画推進計画　令和６年度指標達成状況調査票 別紙２

年度 数値等

〈ともにみとめあう〉目標１ 多様な生き方をみとめあう社会づくり

1 1 男女共同参画を推進するための講座の実施 講座の満足度 99% 96% 達成 2027 90% - 子ども家庭部 男女共同参画課

2 2
男女平等・男女共同参画を目指した講演会の
開催

男女共同参画フォーラムの企画運営への参加者数 7人 8人 未達成 2027 10人 -

フォーラム実行委員会の開
催を、曜日を固定せず参加
しやすい曜日に開催するな
どの工夫をする。

子ども家庭部 男女共同参画課

3 6
広報や情報誌等を通じた男女平等の意識啓
発

性別役割分担意識に反対する人の割合(区政モニ
ターアンケート)

68.6% 66.4% 未達成 2027 75% 対前年度増

区の広報や情報誌・ホーム
ページを通して、性別による
役割分担意識の解消などに
ついて意識啓発を行う。

子ども家庭部 男女共同参画課

4 12 男女共同参画に関する意識調査の実施
「男女共同参画に関する意識について」の区政モニ
ターアンケートの実施　年１回

年１回 年1回 達成 2027 年１回 1回 総合政策部 区政情報課

5 16 若い世代に向けた意識啓発 若者対象講座の満足度 100% 87% 未達成 2027 90% -
より一層若者の意識啓発が
深まる内容となるよう、講座
を行っていく

子ども家庭部 男女共同参画課

6 16 若い世代に向けた意識啓発 若者のつどいの開催 1回 1回 達成 2027 年1回 1回 子ども家庭部 男女共同参画課

7 17 男性に向けた意識啓発 男性対象講座の満足度 100% 100% 達成 2027 90% - 子ども家庭部 男女共同参画課

8 18-1 多様な学習機会や情報の提供 入学前プログラムの実施回数 年29回 年29回 達成 2027 年29回 継続実施
教育委員会事務
局

教育支援課

9 18-2 多様な学習機会や情報の提供
高齢者教養講座支援事業および広報活動支援の延
べ申請事業数

9事業 12事業 達成 2027 8事業 8事業 地域振興部 生涯学習スポーツ課

10 18-3 多様な学習機会や情報の提供 生涯学習館まつりを全5館で開催 全5館で実施 全5館で実施 達成 2027 全5館で実施 全5館で実施 地域振興部 生涯学習スポーツ課

11 18-4 多様な学習機会や情報の提供 生涯学習館まつり参加団体数 148団体 164団体 達成 2027
登録団体数の

30％
登録団体数の

30％
地域振興部 生涯学習スポーツ課

12 24
メンタルヘルスの普及啓発とストレスマネジメ
ント（こころの健康づくり）

睡眠で十分な休養が取れている人の割合 27.2% 70.7% 未達成 2029 80% -

睡眠で十分な休養が取れてい
ない人は、男性で40代、女性で
30～50代と、働く世代に多いこ
とがわかった。働く世代に対し、
引き続き睡眠と休養の重要性
についての啓発を重点的に
行っていく。

令和5年度末の実績は、第三次男女
共同参画推進計画での目標指標の
「睡眠で十分な休養が取れていない
人の割合」

健康部 保健予防課

13 25 身近に相談できる環境の整備
こころの問題について気軽に相談できる場所・窓口を
知っている人の割合

47.7% 55.3% 未達成 2029 56% -

「こころの問題を気軽に相談で
きる場所・窓口」について、知っ
ている区民が増えていることか
ら、今後も気軽に利用出来るよ
うに引き続きホームページやＳ
ＮＳ等、多様な媒体やイベント
等での様々な機会を通じて広く
周知していく。

令和6年度第2回新宿区区政モニ
ターアンケート報告書「こころの問題
を気軽に相談できる場所・窓口につ
いて」

健康部 保健予防課

14 26
性的指向及びジェンダーアイデンティティの多
様性についての意識啓発の推進

性と生の講座の満足度 100% 95.0% 達成 2027 90% - 子ども家庭部 男女共同参画課

15 26
性的指向及びジェンダーアイデンティティの多
様性についての意識啓発の推進

「性的マイノリティ（LGBT等）」という言葉を知っている
人の割合（区政モニターアンケート）

87.9% 85.6% 未達成 2027 95% 対前年度増

区の広報や情報誌・ホーム
ページを通して、性の多様性
などについての理解促進を
行う。

子ども家庭部 男女共同参画課

所管所管部６年度の実績（C）
事業
番号

事業名 目標指標(A)

（D)
達成状況
（６年度末

現在）

年度別
目標（F)

目  標（E)

(参考）５年度末の実績（Ｂ） 備考（H)
第四次計画の
方向性等（G)
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第四次男女共同参画推進計画　令和６年度指標達成状況調査票 別紙２

年度 数値等
所管所管部６年度の実績（C）

事業
番号

事業名 目標指標(A)

（D)
達成状況
（６年度末

現在）

年度別
目標（F)

目  標（E)

(参考）５年度末の実績（Ｂ） 備考（H)
第四次計画の
方向性等（G)

〈ともにささえあう〉目標２ ワーク・ライフ・バランスと働き方改革の推進

16 30
ワーク・ライフ・バランスセミナー、勉強会の開
催

ワーク・ライフ・バランスセミナー、勉強会の実施回数 年6回（各3回） 年6回（各3回） 達成 2027 年6回 各年度6回 子ども家庭部 男女共同参画課

17 31 ワーク・ライフ・バランスの普及啓発
「ワーク・ライフ・バランス」という言葉を知っている人
の割合（区政モニターアンケート）

71.6% 73.7% 達成 2027 75% 対前年度増 子ども家庭部 男女共同参画課

18 32-1 ワーク・ライフ・バランス推進企業の認定
ワーク・ライフ・バランス推進企業、宣言企業の認定
企業数

年8社 年7社 未達成 2027
年20社

推進企業　年5社
推進宣言企業　年15社

各年度年20社
推進企業　年5社

推進宣言企業　年15社

国・都が実施している男性育
休取得促進の支援制度を踏
まえて、ワーク・ライフ・バラ
ンス認定制度事業の見直し
を行った。

子ども家庭部 男女共同参画課

19 32-2 ワーク・ライフ・バランス推進企業の認定
ワーク・ライフ・バランス推進宣言企業から推進認定
企業へステップアップした企業数

0社 0社 未達成 2027 年1社 各年度1社

国・都が実施している男性育
休取得促進の支援制度を踏
まえて、ワーク・ライフ・バラ
ンス認定制度事業の見直し
を行った。

子ども家庭部 男女共同参画課

20 34 ワーク・ライフ・バランス推進優良企業表彰
ワーク・ライフ・バランス推進認定企業から表彰企業
になった企業数

2社 2社 達成 2023 年2社 各年度2社 子ども家庭部 男女共同参画課

21 35
働き方による不利益を解消するためのしくみづ
くり

ワーク・ライフ・バランスセミナー、勉強会の実施回数 年6回（各3回） 年6回（各3回） 達成 2027 年6回 各年度6回 子ども家庭部 男女共同参画課

22 40 区職員に対するハラスメント防止体制の強化 セクシュアル・ハラスメントに関する事故件数 0件 0件 達成 2027 0件 0件
教育委員会事務
局

教育指導課

23 40 区職員に対するハラスメント防止体制の強化 服務事故防止研修の実施
すべての区立学校で

実施
すべての区立学校で

実施
達成 2027

すべての区立学校
で実施

すべての区立学校で実施
教育委員会事務
局

教育指導課

24 41 保育基盤整備の推進 保育所待機児童数 0人 0人 達成 2027 0人 - 子ども家庭部 保育課

25 42 学童クラブの定員拡充 学童クラブ定員数 2,147人 2,405人 達成 2027 2,658人
令和6年度末　2,405人
令和7年度末　2,578人
令和8年度末　2,658人

子ども家庭部 子育て支援課

26 42 学童クラブの定員拡充 学童クラブ利用者アンケートの満足度 96.0% 95.8% 達成 2027 90% 各年度90% 子ども家庭部 子育て支援課

27 48
妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支
援

産後ケア事業利用者へのアンケートで利用前に期待
していたことが「達成できた」と回答した割合

ショートステイ型：98.2%
デイサービス型：100%
アウトリーチ型：98.9%

ショートステイ型：97.0%
デイサービス型：98.6%
アウトリーチ型：100.%

達成 2027 95% -
健康部、子ども
家庭部

健康づくり課、子ども相談
支援課

28 53 介護保険サービスの基盤整備 小規模多機能型居宅介護等の登録定員数 9所　 241人 9所　 241人 未達成 2026 10所 270人 - ・令和７年度１所整備予定 福祉部 介護保険課

29 53 介護保険サービスの基盤整備 認知症高齢者グループホームの定員数 12所　198人 12所　198人 未達成 2026 15所 270人 -

・令和７年度１所整備予定
・整備に至っていない２所に
ついては令和７年度も引続
き公募を実施

福祉部 介護保険課

30 53 介護保険サービスの基盤整備 ショートステイの定員数 12所　119人 12所　119人 達成 2026 12所 119人 - 福祉部 介護保険課

31 53 介護保険サービスの基盤整備 区内特別養護老人ホームの定員数 10所　　762人 10所　　762人 達成 2026 10所 762人 - 福祉部 介護保険課
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第四次男女共同参画推進計画　令和６年度指標達成状況調査票 別紙２

年度 数値等
所管所管部６年度の実績（C）

事業
番号

事業名 目標指標(A)

（D)
達成状況
（６年度末

現在）

年度別
目標（F)

目  標（E)

(参考）５年度末の実績（Ｂ） 備考（H)
第四次計画の
方向性等（G)

〈ともにかがやく〉目標３ あらゆる場面における男女共同参画の推進

32 54 女性の就職・再就職の支援 働く女性応援講座満足度 100% 100% 達成 2027 90% - 子ども家庭部 男女共同参画課

33 57 ひとり親家庭への支援
ひとり親家庭自立支援促進事業における就労支援に
より、就労形態が正規の職員または常勤となった者
の割合

25.0% 60.0% 達成 2027 50% - 子ども家庭部 児童育成担当課

34 58 区の審議会等における女性委員の割合 審議会等における女性委員の比率 36.2% 37.0% 未達成 2027 40% -
引き続き男女比率の平準化
に努める。

子ども家庭部 男女共同参画課

35 60
政策・方針決定過程への女性職員の参画の
推進

部長級に占める女性職員の割合
8.0%

（再任用ﾌﾙﾀｲﾑ職員を含
む）

11.1%
（再任用ﾌﾙﾀｲﾑ職員を含

む）
未達成 2027 20% -

女性職員の昇任意欲向上の
ための取組を検討・実施して
いく。

総務部 人事課

36 60
政策・方針決定過程への女性職員の参画の
推進

課長級に占める女性職員の割合
23.8%

（再任用ﾌﾙﾀｲﾑ職員を含
む）

25.3%
（再任用ﾌﾙﾀｲﾑ職員を含

む）
未達成 2027 30% -

女性職員の昇任意欲向上の
ための取組を検討・実施して
いく。

総務部 人事課

37 60
政策・方針決定過程への女性職員の参画の
推進

課長補佐に占める女性職員割合
28.8%

（再任用ﾌﾙﾀｲﾑ職員を含
む)

31.1%
（再任用ﾌﾙﾀｲﾑ職員を含

む）
未達成 2027 35% -

女性職員の昇任意欲向上の
ための取組を検討・実施して
いく。

総務部 人事課

38 60
政策・方針決定過程への女性職員の参画の
推進

係長職・主査に占める女性職員の割合
46.6%

（再任用ﾌﾙﾀｲﾑ職員を含
む)

46.3%
（再任用ﾌﾙﾀｲﾑ職員を含

む）
未達成 2027 50% -

女性職員の昇任意欲向上の
ための取組を検討・実施して
いく。

総務部 人事課

39 63
家庭・地域団体に対する多様な学習機会や情
報の提供

高齢者教養講座支援事業および広報活動支援の延
べ申請事業数

18-2と同じ 18-2と同じ 達成 2027 8事業 8事業 地域振興部 生涯学習スポーツ課

40 63
家庭・地域団体に対する多様な学習機会や情
報の提供

生涯学習館まつりを全5館で開催 18-3と同じ 18-3と同じ 達成 2027 全5館で実施 全5館で実施 地域振興部 生涯学習スポーツ課

41 63
家庭・地域団体に対する多様な学習機会や情
報の提供

生涯学習館まつり参加団体数 18-4と同じ 18-4と同じ 達成 2027
登録団体数の

30％
登録団体数の

30％
地域振興部 生涯学習スポーツ課

42 65 男女共同参画の視点からの教育活動の編成 人権尊重の考え方に基づく教育課程の編成 100% 100% 達成 2027
すべての区立
学校で実施

-
教育委員会事務
局

教育指導課

43 66 適切な進路指導の徹底 進路指導主任会の開催 4回 4回 達成 2027 4回 4回
教育委員会事務
局

教育指導課

44 69 男女平等教育研修の充実 人権教育研修会の参加率 100% 100% 達成 2027 100% -
教育委員会事務
局

教育指導課

〈ともにおもいやる〉目標４ 人権の尊重と配偶者等からの暴力のない社会の実現

45 70 「女性の人権」に関する意識の向上 講座アンケートにおける満足度 99.0% 96.0% 達成 2027 90% - 子ども家庭部 男女共同参画課

46 71
配偶者等からの暴力の防止に関する理解の
促進

ＤＶに関する認識度（区政モニターアンケート） 75.6% 77.6% 達成 2027 80% 対前年度増 子ども家庭部 男女共同参画課

47 73 児童虐待やいじめの防止に向けた取組み 人権教育研修会の参加率 100% 100% 達成 2027 100% -
教育委員会事務
局

教育指導課

  達  成 32

  未  達  成 15

ー 0

達 成 件 数
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